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は じ め に

本市では､昭和34年4月に千葉市立千葉高等学校(以下｢市立千葉高校｣という。）を、

昭和54年4月に千葉市立稲毛高等学校（以下「市立稲毛高校」という。）を開校いたしま

した。両校とも文武両道を標傍し、活発に部活動を行うとともに、高し進学実績を誇ってお

りますb

また、市立千葉高校には、昭和45年に理数科を、市立稲毛高校には、平成2年に国際教

養科を設置し、それぞれの特色ある学科が学校運営に生かされるなど､普通科にも好影響を

与えて参りました。

平成3年4月に中央教育審議会から提出されました答申｢新しい時代に対応する教育の諸

制度の改革について」を皮切りに､情報化や国鬮上をはじめとする社会の変化と多様な進路

ニーズや教育ニーズに対応するため、全国的に高等学校改革が広がる中、本市においても、

平成17年6月に､魅力ある高等学校づくりを推進するため、単位制高等学校や中高一貫教

育などの研究を進め、市としての高等学校改革の方針として「千葉市立高等学校改革基本方

針｣、（以下「基本方針」という。）を策定いたしましたや

この基本方針に基づき、市立千葉高校では､平成19年度入学生から、これまでの理数教

育の実績を生かし､多様な進路ニーズに対応する単位制を導入し、市立稲毛高校では､平成

19年4月にもこれまでの英語教育の先進的な取組を発展させ、中高一貫教育を導入し、市

_ノ

立稲毛高校附属中学校を開校いたしました。

本市では、平成21年3月に「千葉市学校教育推進計画」を策定し、その具体施策の中に

「市立高等学校教育の充実」、アクションプランとして「市立高等学校改革の評価・検誼
､ Fb

が位置付けられていること、平成22年度は､市立千葉高校の卒業生の進路状況、市立稲毛

高校の内進生や市立稲毛高校附属中学校の生徒の状況等の調査に相応しい年度である．こと

から、平成23年2月に本市の高等学校改革のこれまでの成果と課題を洗い出し、 「中間ま

とめ」として整理いたしました。

そして、平成25年3月には市立稲毛高校初の内進生が卒業し、その進路状況を調査する

ことが可能となり、平成22年度に作成いたしました「千葉市立高等学校改革の評価･検証

～中間まとめ～」における課題への対応とこれまでの成果を改めて検証するとともに､市民

の多様なニーズと社会の変化に対応できる魅力ある市立高等学校づくりの更なる推進に資

するため、本年度「千葉市立高等学校改革の評価・検証～最終まとめ～」を行いました。

このまとめを通じ､本市の高等学校教育の更なる充実に努めて参りますので､市民の皆様

の一層のご支援．ご協力をお願い申し上げます6
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平成26年3月

千葉市教育委員会
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I 千葉市の高等学校改革

I 千葉市の高等学校改革

1 改革の背景・経過

平成3年4月に中央教育審議会から提出された答申｢新しい時代に対応する教育の諸制

度の改革について」を皮切りに、情報化や国際化をはじめとする社会の変化と多様な進路

ニーズや教育ニーズに対応するため、全国的に高等学校改革が広がった。

本市教育委員会では、魅力ある高等学校づくりを推進するため、「千葉市立千葉高等学

校改築基本構想及び（同）基本計画」・「千葉市における中高一貫教育について（第2次

報告）」 （平成14～15年度）等の答申を踏まえ、教育委員会内部に設置した検討会議

「千葉市立高等学校在り方研究会」 （平成15年度）で聴取した学識経験者、保護者等の

外部の意見や提言等を総合的に勘案し、千葉市としての高等学校改革の方針として、平成

17年6月に「千葉市立高等学校改革基本方針」（以下「基本方針」という。）を策定し

た。

その中で､千葉市立千葉高等学校(以下｢市立千葉高校」という。）については､千葉
大学との連携事業やスーパーサイエンスハイスクール※1研究で培った研究機関や研究者

との連携を生かした出張講義等を教育課程に取り込み、多様な進路ニーズに対応する科目

を設置し、単位制を導入することが適当であるとされ、平成19年度入学生（普通科）か

ら、進学を重視することができる単位制に移行した。

また、千葉市立稲毛高等学校（以下「市立稲毛高校」という。）については、スーパー・

イングリツシユ・ランゲージ･ハイスクール※2研究で培った英語教育の先進的な取組を発

展させ､中学・高校の6年間の計画的・継続的な指導により、コミュニケーション能力の

飛躍的な向上を目指す中高一貫教育を導入することが適当であるとされ、平成19年4月

に、 「真の国際人の育成」を中高一貫教育目標とし、千葉県初の併設型公立中高一貫教育

校である千葉市立稲毛高等学校附属中学校（以下「附属中学校」という。）が開校した。

※1 スーパーサイエンスハイスクール（通称「SSH｣ )

文部科学省が、将来の国際的な科学技術系人材を育成することを目的に平成’4年度から行っている事業で、指定され

た高等学校は高度な理数教育に取り組むとともに、学習指導要領の枠を超え、独自のカリキュラムによる授業や、大学・

研究機関と連携した講座や実習などを行う。なお､指定期間は5年で､国から総額約6千万円の助成を受けることになり、

期間を終え、再指定を受けることもある。

※2 スーパー．イングリッシュ．ランゲージ．ハイスクール（通称「smJIi｣ )

平成14年度から開始された日本の高等学校における先進的な英語教育を研究するための文部科学省主導のプロジェク

ト。指定された高等学校は、研究予算が支給され、重点的に英語教育に取り組むこととなり英語教育に重点をおいた教育

課程．カリキュラムの開発や中学校や大学との英語教育の面での効果的連携のあり方を研究していく。一度RFI_Wiに指定さ

れた場合、以後3年間研究活動に取り組むこととなる。なお、本事業は平成21年度をもって終了した。
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2千葉市の高等学校改革の概要
ノ

※TOEIC:TestofEnglishforlnternationalCommunicationの略称で、国際コミュニケーション英語能力を評価するテスト
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市立千葉高等学校 市立稲毛高等学校

背景

○情報化社会や国際化社会をはじめとする社会の変化

○進路ニーズや教育ニーズの多様化

→これらに対応するとともに、これまでの文武両道の教育の伝統を生かした魅力

ある市立高等学校づくりを推進するた心平成17年6月に「基本方針」を策定

経緯

平成13年度 「千葉市における中高一貫教育について」千葉市中高一貫教育研

究会議報告書 ．

平成14年度 「千葉市立千葉高等学校改築基本構想」

｢千葉市における中高一貫教育について」千葉市中高一貫教育研

究会議第二次報告書

平成15年度 「千葉市立千葉高等学校改築基本計画」

｢千葉市立高等学校在り方研究会」

平成17年6月｢基本方針」

｢基本方

針」に基

づき導入

した制度

千葉大学との連携事業やスーパーサ

イエンスハイスクール研究で培った

研究機関や研究者との連携を生かし

た出張講義等を教育課程に取り込

み、多様な進路ニーズに対応する科

目を設置し、普通科に単位制を導入

スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・

ハイスクール研究で培った英語教育の先

進的な取組を発展させ、中学・高校の6年

間の計画的･継続的な指導によりコミュニ

ケーション能力の飛躍的な向上を目指す

中高一貫教育を導入

導入時期 平成19年度入学と三から 平成19年度に附属中学交開校

特色

進学重視型単位制高等学校

1．2年生のうちに必修科目をほぼ

終わらせ、 3年生で独自に設定した

科目も含めた多様な選択科目から、

進路希望に沿って学ぶことができる

ようにする。全員が1日45分7時間

授業を受ける。

真の国際人を育成する中高一貫教育

中学では、年間総授業時数が標準1,015時

間のところ1,185時間を展開し、中高6年

間の一貫教育の利点を生かし、系統的なカ

リキュラムに基づく継続的な指導と先取

り教育を行う。高校2年次に全員が英検2

級を取得でき、卒業までにはTOEIC※で650

点取得できることを目指す。

●

数

学科

学級

(平成25

年度）

全校24学級

1学年普通科7学級（単位制）

理数科1学級（ 〃 ）

2学年普通科7学級（単位制）

理数科1学級（ 〃 ）

3学年普通科7学級（単位制）

理数科1学級（ 〃 ）

中学校（全校6学級） 各学年2学級

高等学校（全校24学級）

1学年普通科7学級

(内進生2学級、外進生5学級）

国際教養科1学級

2学年普通科7学級

(内進生2学級、外進生5学級）

国際教養科1学級

3学年普通科7学級(混合クラス）

国際教養科1学級

施設の

状況

平成20年4月から新校舎（全面改

築）供用開始

平成20年10月に中学特別教室棟(多目

的ﾎｰﾙ）竣工。その他の施設は中高で共用。



I 千葉市の高等学校改革

(参考1）「基本方針」に基づき作成した周知用資料（平成17年度）
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Ⅱ評価・検胚の目的と進め方

1 目的

平成19年度から実施した、本市の高等学校改革の成果と課題を洗い出し、市民の多様

な教育ニーズと社会の変化に対応できる､魅力ある市立高等学校づくりのさらなる推進に

資することを目的としている。

なお､平成21年3月に策定した『千葉市学校教育推進計画｣では、「基本施策（13）

学びの連続性を重視した教育の推進」において､ 「具体施策34市立高等学校教育の充

実｣_のアクションプランとして、「122市立高等学校改革の評価・検証」が位置づけ

・ られている。

2進め方

（1）評価･検鉦の年度（中間まとめと最終まとめ）

市立千葉高校は、平成19年度入学生から普通科が順次単位制に移行し、平成21年度

から普通科の全学年で単位制を実施した｡平成22年3月には､単位制に移行して初の卒

業生を送り出した。

一方、附属中学校は、平成19年度に開校し､平成21年度から全学年がそろい諺平

成22年度には、附属中学校の平成19年度入学生が市立稲毛高校へ進学し、初の内進生

となった。

したがって、平成22年度は、単位制に移行して初の市立千葉高校卒業生の進路状況及

び生徒の状況､並びに稲毛高校の内進生及び附属中学校の生徒の状況等を調査するのにふ

さわしい年度である。さらに､その3年後の平成25年度には、稲毛高校初の内進生が卒

業し、その進路状況等を調査することができる。

このようなことから、評価・検証を実施する年度は、次のとおりとした。

O平成22年度飼査の実施と評価・検証（中間まとめ）…概要版（7ページ参照）

O平成25年度鯛査の実施と評価･検胚(最終まとめ)…本報告書

（2）「千葉市立高等学校改革評価･検鉦研究会」

ア研究会の位置づけ

評価・検証を行うための研究組織

イ研究会の役割（平成25年度）

研究会は、 （3）で示す各種調査を実施し、その内容をもとに、改革の「成果と

課題」を洗い出し､評価･検証の｢最終まとめ」を行い､教育委員会会議に報告する。

ーウ構成負（平成25年度）

高等学校教育に関わる教育委員会各課の担当者及び小・中．高等学校現場の代表

者で構成した。 （23ページ参照）
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I

Ⅲ評価一検証の目的と進め方

（3）各種鯛査（平成25年度）

ア基本鯛査

（ア）市立千葉高校

（3）に記すぺージ番号は一部を

除き別冊「資料編」のもの

次の項目について､改革3年前の平成16年度と平成22年度、平成25年度のデ

を比較できるよう調査した。

①生徒数等（1ページ参照）

志願倍率（平成19．22．25年度) も在籍生徒数、居住区別生徒数、教員数、

部活動加入状況、進路状況

②教育課程（2ページ参照）

科目数．学校設定科目の設置状況，

(イ）市立稲毛高校・附属中学校

平成25年度のデータ

次の項目について調査した。

①生徒数等(20～23ページ参照）

志願倍率(平成19～25年度)、在籍生徒数､居住区別生徒数、

教員数と中高兼務の状況も部活動加入状況、市立稲毛高校への進学状況、

進路状況

②教育課程（24．25ページ参照）

科目数･学校設定科目の設置状況

９
。
凸
・
も
、
６
。
□
、
ｐ
ｌ
ｒ
三
■
。
、
４
Ｆ

イ意見交換会

一 市内小･中学校の校長代表を対象に、次のとおり意見交換会を開催した。

（ア)小・中学校長代表対象：平成25年10月29日実施
に

①内容

授業参観（市立稲毛高等学校・同附属中学校）

市立高等学校概要説明

意見交換

②参加校長（本編23ページ参照）

（イ）意見交換結果

①市立千葉高校について（3ページ参照）

②市立稲毛高校・附属中学校について（25．26ページ参照）

ｆ
ｂ
司
日
号
尋
胃
馴
０
▲
ｐ
１
４

Ｌ

‘

'

ウ聞き取り胸査

（ア）市立千葉高校：平成25年10月29日実施

市立千葉高校の教頭、教務主任、生徒指導主事、進路指導主事及びSSH推進部長を

対象に聞き取り調査を行った。

(イ）市立稲毛高校・附属中学校：平成25年10月21日実施

市立稲毛高校・附属中学校の副校長、教頭､高校教務主任、中学教務主任、

生徒指導主事及び進路指導主事並びに前中高一貫室長・学校活性化委員会事務局、

内進1期生担任・現1学年主任、内進1期生3学年主任、適性検査主担当、

国際交流部長、特活指導部長を対象に座談会方式で聞き取り調査を行った。

5



(ウ）調査結果

①市立千葉高校（4～6ページ参照）

②市立稲毛高校・附属中学校（27．28ページ参照）

アンケート鯛査

平成25年10月実施

市立千葉高校・市立稲毛高校（内進生･外進生）・附」

卒業生を対象にアンケート調査を行った。

調査結果

①市立千葉高校（7～19ページ参照）

②市立稲毛高校･附属中学校（29～41ページ参照）

･附属

エ

中学校の生徒・保護者及び

ノ

【

6
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Ⅲ改革の成果と謀題

1市立千葉高校

※表中の「満足」の割合は、アンケート調査結果の「とても満足している」と「やや満足

している」を合わせたものである｡

※表中の｢重視」の割合は､アンケート調査結果の「とても重視した」と「やや重視した」

を合わせたものである｡

※アンケート調査結果の（ ）内の数値は､平成22年度に行った中間まとめの時の数値で
ある。

※表中のページ番号は､別冊「資料編」の参照ページを表している。

※考察は、 「研究会｣の中で出された意見を基本としている。

ヘ

戸

I

8

No 項目 成果 課題

1

K

全
体
と
し
て
の
改
革
の
成
果

ア
ン

‘

考
察

○「総合的に判断すると市立千葉高校に満足して

いる」の問いに対して、生徒の76%(82%) p.10、

保護者の93%(90%)p.14、 卒業生の97%p.16が
J 』 虫

｢満足」と回答している。

○「充実した施設・設備」に生徒の89%(82%)p・10、

保護者の98%(89%)p.14が「満足]@ と回答してい

る0 ，

"

○卒業生が「特に学力の向上に有効だったもの」

として、 「充実した設備」「1日7限授業」等を

挙げている。 p.15-

○卒業生の68％が、市立千葉高校での学習活動が

卒業後の進路に生かされていると感じている｡ゞ

p.16 . -

※学校への満足度は高く､全体として改革は良

好な成果を収めている。
巳 ､

○進学重視型単位制に伴い、教員の加配が認めら

れ､.多様な選択科目の開設やSSHなどの特色ある
｡

教育が可能になっている。

〃閏

○1年生から徹底した進路ガイダンスを実施した

ことで、幅広い教科に対する生徒の学ぶ意欲が

向上している6

○理数教育の成果が、十分浸透しており、卒業生

の理系大学への進学率が高い。

評
．
Ｉ

』



Ⅲ改革の成果と課題-市立千葉高校

I

9

No 項目 成果 課題

、

.､苧l

寺B■b

2

0

多
様
な
進
路
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
進
学
重
視
型
単
位
制
：

基
本
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

聞
き
取
り
調
査

考
察
‐

○4年制大学への現役進学率が、平成15年

度卒業生の50.5%に対して、 2,1年度卒業

生は72.7％､ 24年度卒業生は73.0％と上

昇した。 p.2
○国公立大学現役合格者数が、平成15年度

伊

20人、 21年度40人に対して、 24年度は

47人に増加した。 p､2

○「進学指導を重視し授業時数が多く、教科

指導が熱心に行われている」という設問に

生徒の51%(74%)p.9．保護者の77%(82%)

p.12が「満足」と回答している。

○「単位制で多様な科目から適性や進路希望

等に応じて選択して学習できる」という設

問に生徒の54%(76%) p.9．保護者の83%

(79%) p.12が「満足」と回答している。

○卒業生の83％ぃ15が自分の希望どおりに力

リキュラムを組むことができたと回答して

いる。また、 「科目選択をするに当たり十

分なガイダンスが行われている」という設

問に、生徒の73%(81%)p.9･保護者の84%

(80%)p.13が「満足｣と回答している。

○単位制導入により、学校設定科目の増加や

幅広い選択科目の設定が実現し、生徒のニ

ーズに対応した教育課程の編成が可能に

なるとともに、進路意識改革にもっながっ

ている。 p.4

○単位制ではあるが､科目選択では類型に分

け、道筋を示して生徒に選択させている。

そのことで生徒は、興味関心や進路ニーズ

に対し、的確に対応した授業を選択してい

る。 p.4

聞
き
取
り
調
査
‐

○「進学重視型単位

制」は近年、県立

の多くの単位制高

校にも見られるよ

うになってきた。

今後､ 2期制に

おける単位の半期

認定等、より発展

的で、生徒にとっ

て有意義な教育課

程を検討していく

ことが必要であ

るb p.4

■
酉

※多様な進路ニーズに対応した「進学重視型単位制高等学校」と

いう改革は、大きな成果を上げている。

o「科目選択に伴う類型化」や「単位制」を導入するとともに、ガイダ

ンス機能を徹底させており、生徒が自分の進路ニーズに応じた科目を

選択し学習計画を立てることができている。

○一方で、高校改革がスタートして7年が経過し、教職員の入れ替わり

も起こり始めているが、教員人事が公募制ではないため、 SSHや教科

指導上の核となる教員がなかなか集まらない。今後、人材確保面での

改善が課題である。
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No 項目 成果 課題

3

一
も

理
数
教
育
の
伝
統
“
、

意
見

交
換
会

聞
き
取
り
調
査

申

考
察

○在学中にJSEC2010(高校生による科学研究に関

するコンテスト)の協賛社賞を受賞し､理系大学

へ進学した卒業生がいる。 p､3

○第2期SSH(平成24年度～)では､プレゼンテー

ションやネイティブ実習助手による言語活動を

充実させ、市立高校ならではの市の施設（動物

公園､科学館など）との連携も着実に進んでい

る。 p.4

○外国人理科実習助手・留学生ティーチングアシ

ストを導入し、英語での理科授業及びプレゼン

テーションが行なわれ、国際的な視野に立てる

人材の育成に役立っている。 p.4
○「SSHの市立千葉」というイメージが外部に広が

りつつある。教職員の中でSSHが共通認識の柱に

なり、良い刺激になっている。 p.4

※理数教育の伝統や成果が生徒へ十分に浸透
･卍

し、進路意臓の啓発につながっている。

○理数教育に対する卒業生や保護者の満足度は、

高く、平成25年度3年生の理系進学希望者は

50％と非常に高い。また、 24年度に4年制大

学に進学した卒業生のうち35％が理系大学に進

学している。

聞
き
取
り
調
査

○今後､ SSH第
毛 [

2期後の理

数教育の成

果や伝統を

どのように
． I

継承してい

くかが課題

である。 p.5

‘
0

No 項目 成果 課題

4 文
武
両
道
の
伝
統
な
ど

藍

ア
ン

‘

；
考
察

○部活動加入率は、平成16年度の77.3％に対し

て、 22年度は91.9%、 2.4年度は97.3%と上
昇している。 p.2

○「文武両道で部活動が盛んである」という設問

に生徒の76%(76%) p.10、保護者の87%(76%)

･p.13が「満足」と回答している。

○「学校行事が充実している」という設問に生徒

の71%(62%)p.10、保護者の92%(77%)p.13が「満

足」と回答している。

○全学年､通年で行われている進学補習(朝及び

放課後に実施)に多くの生徒が受講しており、夏

季休業中にも26講座の進学補習が行われてい

る。 p.6

※文武両道の伝統は引き継がれている。

○生徒は部活動や行事に自覚と自信を持ち、参加

し、主体的な活動を行っている。

聞
き
取
り
調
査
一

○進学校の部

活動として、

家庭学習の

時間を確保

することも

大切であり、

対応を検討

する必要が
ザ 、

ある。 p.6



皿改革の成果と課題･市立千葉高校

一

11

No 項目 成果 課題

5

”
ｊ
ｂ
Ｔ
・

毎

も
甲
■
巳
■
■
仏

』

ｅ

●

Ｅ

■
。
▲
・
■
蕊
二
回

0

中
学
校
現
場
や
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、

j

ア
ン

；

、
一

臺
云

●

考
察

○「受検に当たり、市立千葉高校の特色を高校

(説明会及びホームページ）から知った」と

回答した者が蒲生徒の49%[説明会38%＋ホーム

ページ11%]p.8(順に34%/25%/9%) ･保護者の

55%[説明会46%＋ホームページ9%] p､12

(39%/32%/7%)と一番多い。
げダ

○卒業生の63%が、 「市立千葉高校の魅力や特

色は、学外の友人等に知られている｣と回答

している。 p.16
6

○25年8月に千葉都市モノレール車両の車

内ポスターによる研究成果の発表や､‘同年9

月に千葉都市モノレール千葉駅で生徒作品の

展示を行い、好評を得た。 p､3

○市内の小･中学校にはく市立千葉高校の施設

利用をアピールしており、今年の夏には市教

研の理科の教員127名が来校し､学校を知る良

い機会になった。 p.3
、

、

○昨年、2回のSSH交流会(千葉市クロススクー

ル科学フェスティバル・同フォーラム）によ

‘り、異校種間の児童生徒の連携を深めるとと

もに、小･中学校の先生方との重要な交流の

‘機会になった。 p.5
グ

○生徒会がクリーンアップ活動を主催したり、
I

ダンス部､吹奏楽部及び合唱部等が､小仲台

フェスティバル、小仲台地区敬老会、モノレ

ール祭り、稲毛駅前でのコンサート等に参加

したりして、地域との連携活動を行った。 p.6
○SSH専用ホームページを作成し、地域へのア

ビールを積極的に行っている。 p.6

－

：
=

q

d

○文化祭は高校の

内容を見る良い

機会であり、毎

年7月に実施し

､ているが、その

時期ば中学3年

生が最後の総合

体育大会前に当

たってしまうた

め、見学に行き

にくいという課

題がある。 P.3

※地域や中学校現場に、さまざまな形でのアピールがなされてい

る｡さらに市立高校ならではのアピールも検肘する必要がある。

○千葉都市モノレールとの連携やSSH交流会の開催をはじめ、授業の公

開、ホームページの活用、地域活動への参加等様々な方策により、市

内の小・中学校及び市民に対してPRに努めているが、特色や成果等

をより一層PRするための手法を研究する必要がある。

○中学生や中学校の教員に見てもらうような､市立高校の良さを生かし

た積極的な授業公開等を検討していく必要がある。
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No 項目 成果と課題
b

6． 学
校
現
場
か
ら
み
た
市
立
高
校
改
革
の
方
向
性

6

考
察

※市立高校改革における「進学重視｣「単位制」「理数教育重視」

は、大きな成果を上げている。

○進学重視型単位制により、教員の定数が増え､多様な選択科目の実施

やSSHなどの特色ある教育が実現できている。

○1年からの進学指導を重視しているため､受験科目の多い国公立大学

進学希望の生徒が多く、実際に合格する現役生徒も増加している。

○理数教育重視が、生徒や保護者にも十分に浸透しているため､理系大

学を希望する生徒の比率（平成25年度3年生の50％）が高く、生徒

の多く（4年制大学に進学した24年度の卒業生の35％）が理系大学

に進学している。

※SSHの指定など文部科学省と学校との施策飼整を行うため、

６

毎 教育委員会事務局の組織体制の強化が必要である。

○国からの研究指定は、当該校の成果に留まらず、地域全体に効果が波

及していくことが求められている。また、多額の予算が手当てされる

こともあり、教育委員会事務局の組織体制の強化や、学校とのより強

い連携が必要になっている。 ‐

※市立高校改革をさらに進めるための教員の確保が際題である。

○SSHを実施するに当たってはも;高い専門性、指導力、企画力の備わっ

た理数科教員が必要である。そのため、県立船橋高校などのSSH実施

校では、教員の公募制をとっている。しかし、市立千葉高校は、現時
。

点で公募制をとっていない｡SsHを推進する教員を引き続き確保する

ための手立てが必要である。．

●

1 －

'



Ⅲ改革の成果と課題･市立千葉高校
・ 市立稲毛高校･附属中学校

2市立稲毛高校・附属中学校 ‘
※表中の「満足」の割合は、アンケート調査結果の「とても満足している」と｢やや満足

している｣を合わせたものである。

※表中の「重視」の割合は､アンケー《ト調査結果の「とても重視した」と「やや重視した」

を合わせたものである。

※アンケート調査結果の（ )内の数値は、平成22年度に行った中間まとめの時の数値で

ある。

※表中のページ番号は、別冊「資料編」の参照ページを表している。

※考察は、 「研究会」の中で出された意見を基本としている。 ，

NC 項目 成果

○「総合的に判断すると附属中学校に満足している」とい

う設問に、生徒の93%(85%)p.32．保護者の97%(97%)

p､36、卒業生のうち内進生の87％・外進生の81％が「満

足」 p.38と回答している。

○「中学特別教室棟や高校の施設設備を使うことができ

る」という設問に、内進生の87%(80%)p.326その保護者

の92%(90%)p.36が「満足」と回答している。

全
体
と
し
て
の
改
革
の
成
果

1

ア
ン
ケ
ー
ｆ
エ
調
査

I

○海外の語学研修受入れ校において、日本文化をリサーチ

した結果を生徒が発表し、極めて高い評価を得た。 p&27； １

※学校への満足度は高く、全体として改革は良好な

成果を収めている。

○内進生と外進生が、お互いに向上心をもち、学習活動を

行っており、大学進学の実績も高い成果が上がってい

る。

○教育熱心な職員のもと、質の高い授業が行われ､それに

生徒が積極的に参加している。

○校内の約25％の生徒が海外語学研修を経験している。

また､真の国際人の育成に向け、英語力の育成だけでな

く、社会人基礎力※の養成をメインにした取組が行なわ

れている。

考
察

ノ

※社会人基礎カニ 「前に踏み出す力｣、「考え抜く力」、 ｢チームで働く力」の3つの能力（12の能力要素）から構成されてお

り、「職場や地域社会で多橇な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」として､経済産業省が2m6年から提唱している6.

企業や若者を取り巻く環境変化により､ 「基礎学力」「専門知織」に加え、それらをうまく活用していくための「社会人基礎力」

を意識的に育成していくことが今まで以上に重要となってきている。

*
｡

13



／

※GTEC: GlobalTestofEnglishCommunicationforStudentsの略称。中高生が入試で必要な英語力、さらに社会・留学先で

も使える英語力を育むことを目的としている。英語を実際に使うことを重視した問題で、 「読む、聞く、書く］の3技能を測定

する。絶対評価なので、技能別英語力の伸長度がわかり、多くの中学校・高校で利用されている。

※Call教室:CallはComputerAssistedLanguageLearningの略語。学力の向上及び外国語の授業支援、語学の自学自習のた

め、 PCやヘッドセットを備えた教室のこと。

14

No 項目 成果 課題

2 真
の
国
際
人
を
育
成
す
る
中
高
一
貫
教
育

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

＝

：
＝

考
察

○｢真の国際人の育成を目指して心と体の教育も充

実している」ことに「満足」と回答した生徒が

85%(73%) p.31．保護者が96%(90%)p､34と増加して

いる0 1

○「先進的な英語教育」へ「満足」と回答した生徒

が93%(83%) p.31 ･保護者が98%(92%)p.35と高い

割合を示している。

○内進の卒業生は｢先進的な英語教育」が最も稲毛

高校の魅力であると回答している。 p､38

○専門性の高い学習が営まれており、直接､海外の

大学に進学する生徒は多くはないが、国際系や海

外留学に実績のある大学に進学し､海外へ出てい

く卒業生は増加している。 p.25

○英語ディベートを学ぶ学校設定科目(エッセンシ

ヤルイングリッシュⅡ)の実施により、生徒は語

学だけではなく、思考力や表現力の向上につなが

っている。 p.27 ﾛ

○海外語学研修(オーストラリア)に参加すること

で生徒の英語に対する見方が変わり、GTEC※の得

点が上昇し、その後の英語力飛躍につながった。

P.27

○「第5回千葉県高校生英語ディベート大会」

(平成25年11月・成田国際高校で開催)第1位

｢第8回全国高校生英語デイベート大会in長野」

(平成25年12月・松本大学で開催）第21位。

p.27

聞
き
取
り
調
査

○現在､交流校

が7校ある

が､それらす

べての学校

との交流は、

スタッフ面

･資金面で不

可能である。

現在、3校の

みと姉妹校

交流してい

るが、今後、

拡大が望ま

れる。 p.27

※「真の国際人を育成する中高一貫教育」という改革は良好な成

果を上げている6

○引き続き、Call教室※やネイティブ講師を活用した先進的な英語教育

の充実を図るとともに、様々な体験活動を通じて、単なる知識やスキ

ルだけではない「人格の育成を含めた教育」を行っている。

○コミュニケーション能力の育成に努めてきた結果、自分の意見を持ち

きちんと発言している生徒の姿を見ることができ、大きな成果を上げ

ている。
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No 項目 成果 課題

3

ﾛ

ｲ

ｇ
寺
一

』

中
高
６
年
間
の
継
続
的
な
指
導

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

：

考
察

○「6年間の継続的な学習指導と先取り教育｣

等に対して、 「満足｣と回答している生徒は

85%(82%)p.31 ･保護者は93%(91%)p.35であり、

中間まとめ調査時点に比べ増加している。

○｢高校の先生による専門的な指導を受ける」

ことに「満足」と回答した生徒が79%(79%）

p.31 ．保護者が84%(79%)p.35である。

○「授業を工夫したり、補習を充実させたりし

て、生徒が理解できるよう努力している」と

いう設問に対して「満足」と回答した生徒が

84%(71%)p.32･保護者が84%(77%)p､35である。

○中学入学時に「中高共同の活動」を重視した

生徒は62%(53%) p.30であるが、実際に中高共

同の学校行事や部活動､生徒会活動を経験し

た結果､満足は91%(78%)p.32と上昇している。

○GTECは毎年7月に中学2年生以上の全生徒

が受検しており、 25年度、高校3年の内進

生の平均スコアは594点（英検2級相当レベ

ルは570点以上）であった。当初の目標は｢高

校2年までに英検2級に全員合褐を揚げて

いたが、学校として、現在、英検は個人受検

でという位置づけにしていることもあり謹当

初の目標は達成できていると考えている。

P､27．

○内進生と外進生は、お互いが刺激しあい、高

校の進路実績では改革前よりも伸びている。

p.28
，

聞
き
取
り
調
査

○平成25年度か

ら普通科の教育

課程が統一され

たことに伴い､

内進生と外進生

の学習進度の違

いを考慮し、中

高の教育内容全

体を検討してい

くことが必要で

ある。 P.27

｡

※中高6年間の継続的な指導は良好な効果を上げている。

○6年間の継続的な学習指導や先取り教育、先進的な英語教育、高校の

先生による専門的な指導などにより、生徒の学力向上が図られてお

り、生徒・保護者の満足度は高く、中間まとめ時よりも更に上昇して

いる◎

○教育熱心な職員の指導のもと、質の高い授業が行われ、それに生徒が

積極的に参加しており、進路実績においても成果が上がっている。

○内進生も外進生も、真の国際人を目指す教育目標のもと、互いに切瑳

琢磨し、充実した学生生活を過ごしており、その成果も上がっている

が、ともすると「内進生重視」という見方をされてしまう場合がある

ため、今後、より一層の工夫が必要である。 ．
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、

No 項目 成果 課題

4 文
武
両
道
の
伝
統
な
ど

篭
ア
ン

‘

考
察

○平成25年度附属中学校生徒240人中延べ232人

の生徒が部活動に加入している。 p.21

○「高校生と共同の学校行事や部活動・生徒会活

動が充実している」ことに「満足」と回答した

生徒が91%(78%)p.32･保護者が87%(76%)p.35であ

る。

○外進生の卒業生は、市立稲毛高校の魅力や特色

として「文武両道」と「先進的な英語教育」を

揚げている。 p.38
○内進生は高校入試がなく、継続して部活動がで

きるため、高校になり活躍している部活動も見

られる。 p..28
○平成24年度は高校の野球部が県大会ベスト

16、バドミントン部が県大会ベスト8、ダン

スドリル部が全国大会に出場している。 p.28
○中学校の野球部やサッカー部の練習場所が課題

となっていたが、 24年度までは公営施設を借

用して対応していた。平成28年度から、隣接

する学校跡施設を附属中学校で活用することが

決まっている。 p.28
、

○中間まとめにおける「中学3年生としての自覚

の形成」の課題に対し、高校とは別に中学は、

学年別に生徒会を組織して独自の活動を行って

いる｡また、中学3年生については、学校評議

会の中心メンバーとして、文化祭をはじめ各種

校内行事の運営に積極的に関わることで、集団

における統率力や中学最高学年としての自覚を

育成している。 p.28 ･

聞
き
取
り
調
査

○中学と高校

の行事日程

を組合せて

計画するこ

とが難しい

場合がある。

p.28

※文武両道の伝統は引き継がれ、6年間のつながりを生かした中

高共同の活動が充実している。

○中学校から継続して部活動を実施することができ、高校生になり、そ

の当該活動の中核を担う生徒も多い。

○1月中旬から3月中旬まで中高の入試期間が続くため､その間、部活

動が継続して活動できないといった短所が生じている。 －‐

○多くの部活動が中高一緒に活動しており、中学生は高校生から大きな

刺激を受けている。

○部活動の活動場所が不足している課題については､近隣の施設や小学

校跡施設の校庭や体育館を使用することで対応を図っている。
､ ■
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No 項目 成果 課題

5

四二可

■
ロ
》
と
■

教
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

篭

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

意
見
交
換
会

聞
き
取
り
調
査

考
察

○附属中学校における入学者選抜の倍率は､開設

時以来、 10倍を超えている。 P.20

○受検に当たって｢高校受検がなくそのまま稲毛

高校へ進学できる」‘ことを「重視」した保護者

が82%(84%)P.33と減り、 「真の国際人の育成」

88%(86%） P.33、 ｢6年間の継続的な学習」

94%(88%)P.33、 「先進的な英語教育｣ 94%(87%)

P.33が上昇している。

○入学後も｢高校受検を意識せずに学習や諸活動

に取り組むことができる」ことに対する満足度

は､生徒で92%(94%)P.31．保護者で94M(90%)P.34

となっている6

○「生活に関する相談や指導が充実」の問いに対

する満足度は生徒で69%(51%) P.32･保護者で

84%(69%)P.36と、中間まとめ時より上昇してい

る
､ 6

◎ ル ､

○附属中学校に入学を希望する児童は多いが､倍

：率が高く、入学しにくい状況がある。 P.26

○「真の国際人の育成」という学校の特徴を理解

した､本当に入学したいと思っている生徒が入

学できると良い。 P.26
､ Q

９
０

○特に英語と数学については､教科担当レベルで

の個人指導を通年で実施している。また､高校

生になってからも、中学の先生が成績不振者を

対象に課外補習を実施している。 P.28
○今年度から養護教諭が1人増員になり、中高3

人体制になったため､従来のスクールカウンセ
カ

，ラーに加えて相談体制が強化された。 P.28

意
見
交
換
会
⑩

○公立中等教育

学校及び併設

型中学校の入

学者選抜につ

いては､学校教

育法で学力検

査を行わない

ことになって

いる。そのため

適性検査を実

施しているが、

入学後.の生徒

の学力差が課

題となってい

る。 P.26

※教育ニーズの多様化の中、附属中学校の成果は受検生やその保

瞳者に着実に伝わっており、公立中学校の新たな選択肢として

定着している｡ ‘
○附属中学校へ進学を希望する児童は毎年多く、中間まとめに比べ､｢真

の国際人の育成」、「6年間の継続的な学習」、「先進的な英語教育」

等の特色をよく理解して入学する生徒.保護者が増加している｡また、
進学後も附属中学校の特色に対する満足度は高い。

○入学後の学力差や、メンタル面のケアに対しても、担任やスクールカ

ウンセラーによる個別相談及び養護教諭の増員で対応している。
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. No 項目 成果 課題

6 小
学
校
現
場
や
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
音
賞
志
種
芸

考
察

○保護者のうち、「受検に当たり附属中

学校の情報を附属中学校（説明会及び

ホームページ）から知った」と回答し

た者が全体の71%[説明会64%+ホームペ

ージ7%]P.34と一番多い。なお、生徒は

保護者から知ったと回答した者が一番

多く、46%(44%)P.30となっている。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

○保護者のうち、「受検

に当たり附属中学校

の情報を小学校の先

生から知った」と回答

した者が全体の1％

(2%)P.34であり、生徒

では2%(10%)と非常に

少ない｡ P.30

○文化祭で実施した三線演奏やエイサー

等は、文化祭後も様々なところで披露

、 し、好評を得ている。 P.26

○小学校の児童・保護者向けには、学校

説明会と学校見学会を7月と11月に

実施している。小学校の教員に対して

は、職員向け説明会で、学校の紹介と

出願方法の説明をしている。 P.28

○千葉市教育研究会国際理解部会等、本

校を参観したい希望があれば受け入れ

ており、中学校職員の初任者研修でも

授業を公開している。 P.28

O吹奏楽部やESS等の部活動は､近隣の小

中学校との交流活動を行っている。P.28
イ

○中学1年生は｢地域を知る活動の一環」

として稲毛の浜の清掃活動を行ってい

る。また、中学2年生は職場体験学習

で、地域の各事業所に受け入れていた

だいている。 P.28

意
見
交
換
会

、

○文化祭は高校の内容

を見る良い機会であ

り、毎年7月に実施し

ているが、その頃は中

学3年生が最後の総

合体育大会前に当た

ってしまうため、見学

に行きにくいという

課題がある。 P.26

○国際教養科は普通科

に勝るとも劣らない

実績を残している。そ

の進路路実績等をも

つと強調して外部に

伝えていく必要があ

る。 P.26

※改革の大きな成果を、より外部へ発信することが必要である。

○中間まとめの課題を踏まえて、各種説明会・学校公開.近隣小中学校

との交流活動等さまざまな方策がなされており、学校の特色が受検生

やその保護者に伝わっている。また、今後､改革による生徒の大きな

成果を、より外部へ発信することが必要である。

○引き続き、同じ市立の学校として、附属中学校のことをもっと知り、

交流を図ろうとする小学校側からの働きかけも必要である。



皿改革の成果と課題・市立稲毛高校・附属中学校

1

J盛

一
色
ら
「
■
．
Ｊ
司
叩

■
Ｊ
『
■
ず

f
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No 項目 成果と課題

七

勺

、
釘

7 学
校
現
場
か
ら
み
た
市
立
高
校
改
革
の
方
向
性
．

〆
山

考
察

※市立高校改革における「真の国際人を育成する中高一貫教育」

は大きな成果を上げているq し

○英語に対する豊富な学習量に支えられた語学力を基盤に､学校設定科

目（エッセンシャルイングリッシュⅡ)や、キーワードだけを使った
1

プレゼンテーションの訓練により、英語による表現力や思考力が習得

できている。

○帰国生徒は少ないものの､校内の約25％の生徒が海外語学研修の経験

をもち、ネイティブ教員に積極的に指導を仰ぎ､県スピーチコンテス

ﾄで優勝したり、 日本文化のリサーチに基づいた発表を行ったりし
も

て、海外の学校でも高い評価を受けるといった成果も出ている。

○生徒の知識や技能の習得に加え、思考力・判断力・表現力等のバラン

スのとれた「生きる力」の育成が行われており、社会人としての基礎

力の養成にもつながっている。
I

※大きな成果に対する外部への発信がより必要である。
巳

○さまざまな成果を本校生徒だけで享受するのではなく、より外部の学

校や教育機関にアピールすることが必要である。

※海外語学研修の受け入れに対する腺題がある。 ‐

○生徒の海外語学研修は大きな成果を上げておりも海外の学校からの評

価も高い。現在、交流校が7校あるが、それらすべての学校との交流

は、スタッフ面･資金面で不可能である。現時点では、 3校のみと姉

妹校交流しているが諺今後、拡大が望まれる。

※内進生重視という見方をされてしまう課題がある。
Q

○市立稲毛高校では普通科の内進生・外進生のほか、国際教養科の生徒
rF r

や附属中学校の生徒が一緒に学習している。すべての生徒に満足して

もらえる学校経営を行っており、進路状況等、それぞれの相乗効果も

でているが、一方で、内進生重視という見方をされてしまうケースが

あり、今後の課題となっている。

※入学者選抜の形態等で生じている謀題がある。 、

○1月中旬から3月中旬まで中高の入試期間が続くため､授業や部活動

に制限が出たり、職員の業務量が増加したりするなどの課題が生じて

いる。 ． ，

※市立高校改革をさらに進めるための教員の確保が諜題である。

○中学校の職員は県費負担教職員であり、高校は市費負担教職員となっ

ていることから、勤務条件等の違いが生じている。都道府県から指定
■

都市への権限移譲(補)を見据えながら、一方で優秀な教職員を確保す

るための公募制の検討も必要である。

(補）市町村立小中学校等に係る県費負担教職員の給与等の負担・定数の決定・学級編成基準

の決定に係る権限について、都道府県から指定都市への移譲が平成25年12月20日に閣議決定し

ている。 ‘



Ⅳ最終まとめを終えて

平成25年度に実施した本市高等学校改革の評価・検証結果を改めて整理すると、次のと

おりとなる。

1 中間まとめにおける改革の腺題への対応

（1）学校の特色や改革の成果等のアピールについて

両校とも各種説明会、学校公開、近隣小・中学校との交流活動等の実施に加え、市立千

葉高校では、千葉都市モノレール車両の車内ポスターによる研究成果の発表や､同モノレ

ール千葉駅構内での生徒の作品展示、 SSH専用ホームページの開設等を行った。

また、市立稲毛高校・附属中学校では、千葉市教育研究会国際理解部会の開催に向けた

協力や、市内中学校職員の初任者研修における授業公開、文化祭で好評を得たエイサーと

三線演奏を地域でも披露するといった積極的な活動を行ったd

（2）市立稲毛高校・附属中学校の施設設備の改善について

昨年度まで、部活動等の活動場所については、千葉市中央卸売市場のグラウンドを借用

し、対応していたが、平成28年度より､隣接する高浜第二小学校跡施設の校庭と体育館

を附属中学校で活用することとした。

2改革の成果

（1）市立千葉高校における主な成果

①進学重視型単位制の導入に伴い、教員の加配が認められ、多様な選択科目の開設や

SSHなどの特色ある教育が可能になった。

② 「充実した施設・設備」に対する満足度が高く、 「1日7限授業」や「生徒の学習

ニーズに対応した選択教科」の導入が、生徒の学ぶ意欲の向上につながった。現役生

の4年制大学への進学率や国公立大学合格者数は、順調な伸びを示している。 ‘

③理数教育の伝統や成果が生徒へ十分に浸透しており、理系大学に進学を希望する生徒

’ の比率が高く、実際に進学する生徒も多い。

④文武両道の伝統は引き継がれ、生徒は自覚と自信を持ち、部活動や行事に参加し、

主体的に活動を行っている。

（2）市立稲毛高校・附風中学校における主な成果

① 「真の国際人を育成する中高一貫教育」 「中高6年間の継続的な指導」 「先進的な

英語教育」は、生徒・保護者・卒業生に高い満足度が得られている。

②先進的な英語教育と6年間の継続的な指導により、高い英語力とコミュニケーション

能力が育成されている。

③進路実績において、現役生の4年制大学への進学率や国公立大学合格者数は順調な伸

びを示している。

④部活動や学校行事等、 6年間のつながりを生かした中高共同の活動が充実しているた

め、入学前の期待度以上に高い満足度が得られている。

I
l
l
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Ⅳ最終まとめを終えて

｢基本方針jに基づく本市の高等学校改革は､良好な成果を収めている｡へ

①市立千葉高校及び市立稲毛高校・附属中学校は、進路ニーズや教育ニーズの多様化

へ適切に対応できており、生徒・保護者・卒業生に高い満足度が得られている。

②これまでの文武両道の教育の伝統と、市立千葉高校における「多様な進路ニーズに

対応した進学重視型単位制」及び市立稲毛高校・附属中学校の「真の国際人の育成

を目指す中高一貫教育」という改革の特色が調和し、良好な成果を収めている6

③教育活動に対する行政の支援と、教育熱心な教職員の指導の下､質の高い授業が行
われ、生徒が積極的に授業に参加していることにより、教育効果が上がっている。

3裸題

（1）市立高等学校改革の成果等におけるさらなるアピール

・市立高等学校の成果や効果をより地域全体へ波及させるために、積極的な授業公開や文

化祭の開催時期を検討するとともに、地域との連携を強化し､外部の学校や教育機関に

も成果の発信をする必要がある6

（2）市立高等学校改革の実効性を高める上での優秀な人材の確保

・改革後7年が経過し、改革当初から勤務する教職員は、異動により入れ替りが生じつつ

ある。今後も、先進的な理数教育や英語教育を継続していくためには、引き続き優秀な

教職員を確保することが必要であり､公募制の実施に向けて検討する必要がある。

・実効性のある取組が可能となるように、教職員の増置など配置の改善や実施方法の工夫
・が必要である。

(9)教育課程上の課題に対する手立て ‘
‘市立千葉高校における進学重視型単位制のメリットを更に生かし､達成度テスト(仮称）

など大学入試改革に対応した教育課程の編成に向けた検討を行う必要がある。

・市立稲毛高校においては､平成25年度から普通科の教育課程が統一されたことに伴い、

内進生と外進生の学習進度の違いを考慮した、中高の教育内容全体を検討していくこと

が必要である。

（4‘）教育委負会事務局の組織体制の強化

・課題への対応を図り、より魅力ある市立高等学校づくりを推進するために、教育委員会

事務局の組織体制の強化や学校とのより強い連携が必要である。 ’
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<検討すべき主な課題〉

短期的に対応を必要とするもの

○学校の成果等についてのさらなるアピール

○有意義な教育課程の編成を行える環境の整備

○進学校としての部活動と家庭学習時間の確保
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中・長期的に検討を必要とするもの

○優秀な教職員の確保

○教育課程上の課題への手立て

‘・単位制のメリットをより生かした、発展的な授業編成等の検討(市立千葉高校）

・内進生と外進生の学習進度の違いを考慮した中高の教育内容全体の検討(市立稲毛高校・

附属中学校）

○教育委員会事務局の組織体制や学校との連携の強化

○第2期SSH後における理数教育成果の継続(市立千葉高校）

○附属中学校の入学者選抜のあり方(市立稲毛高校・附属中学校)

4今後の方向性

平成17年6月に策定した「千葉市立高等学校改革基本方針」に基づき、市立千葉高校

及び市立稲毛高校は、 「多様な進路ニーズに対応した進学重視型単位制高等学校」と「真

の国際人を育成する中高一貫教育校」に生まれ変わった。

そして、改革後7年が経過し、SSH事業や海外語学研修をはじめとする国際理解教育の成

果等により、生徒の進路実績や学校生活に対する満足度が両校とも上昇している。

一方､平成23年6月に本市では、 「科学者K市戦略事業方針｣を策定し､ 「科学都市ち
ば」の実現に向けた取組を推進している。そのためにも、市立千葉高校は、今後、千葉市

における小・中学校の理数教育をリードする役割を担い、理数教育の核となる学校を目指

すことが求められており、その役割は一層重要なものになっている。

また、昨年、文部科学省では平成32年の東京オリンピック・パラリンピック開催を見

据え、新たな英語教育が本格展開できるように、 「グローバル化に対応した英語教育改革

計画jを公表し、英語教育の体制整備を行うとともに、 日本人としてのアイデンティティ

に関する教育の充実を推進している。すでにグローバル化に対する先進的な取組を行い、

高い成果を上げている市立稲毛高校・附属中学校においては､今後も「真の国際人を育成

する教育」に励み、より発展することが期待される。

この「最終まとめ」では、これまでの成果と課題を改めて洗い出してきたが、この検証
を踏まえ､これからの市立高校のあり方やその姿を実現していく上で必要となる対応を検

討していく必要がある。

1

1
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平成25年度千葉市立高等学校改革評価・検証研究会

1 構成員
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務局4
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番号 学校名 氏名 千葉市小中学校長学校運営協議会役職

1 生浜中学校 佐藤好美 理事

2 若松中学校 實川純一
b

進路指導委員会専門委員長 〃

3 大宮中学校 四ノ宮貫 進路指導委員会副委員長

4 山王中学校 小林一茂 進路指導委員会委員
1
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改。E前

(平成22年度

改革後 ＝
入学生用教育塵糧）

現行
〔平成24年庶入学生用数育理窟）

課租･学科 全日洞･普通科 ， 全日飼・普通科(単位制） 全日制･普通科(単位飼）

学
校
段
定
科
目
数

国厩

…藤中

公民

数学

理科

保健体育

外国函

家庭

4科目

4科目．

3科目

4科目

4科目

1科目

2科目

1科目

4科目

4科目

3科目 D h

4科目！

4科目

l科目

2科目

1科目

選
択
科
目

1年

2年

3年

画選択(2単位)3科目から1科目還択

a選択(2単位)3科目から1科目選択

b選択(4単位)3科目から1科目選択

c選択(2単位)3科目から1科目選択

》
蔀

b選択

択

蓉
択

3単位)11科目から1科目

2単位)8科目から1科目選

4単位)4科目から1科目選

B類型

(理系）

a選択

択

3単位)7科目から1科目選
Ⅱ

b選択(3単位)4科目から1科目週
択

音楽’･美術'･書道I(2単位)から'科I

物浬i.生物Ⅲ･麺学I(4単位)力参'科|;目選択

意熱雲噌些冒道Ⅱ．家庭研究但単I

a選択(2単位)3科目から1科目選択

b選択(2単位)6科目から1科目選択

a選択(4単位)7科目から2科目選択

b選択(3単位)9科目から2科目選択

c選択(2単位)12科目から2科目選択

d選択(2単位)15科目から2科目選択

、
産
學
ｑ
■
Ⅱ

土
日
目

§I

D択

｡美術I･書道I(2単掴から1科

上学･生物基礎･地学基礎(2単位)から2
斗目選択(SSHコースは化学は必詞

音楽Ⅱ｡美術Ⅱ。書道Ⅱ．家庭研究(2単
吟、ユ、F君＝ロー函

b選択(2単位)7科目から1科目選択

a選択(4単位)8科目から2科目選択

b遺択(3単位)4科目から2科目選択

c選択(2単位)12科目から2科目選択

d選択(2単位)15科目から2科目選択

サイエンスキャンプ講座 1年対象､希望者による選択科目(週1時間）
1.2年対象､希望者による選択科目
(週1時間）

大学における学修 2.3年対象､本人の希望をもとに学校の推重を得た者が履修(週1～2時間）



市立千葉高・基本調査、意見交換会

（2）小・中学校長代表対象意見交換会結果

※（小）小学校長代表 （中）中学校長代表
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No 項目 小・中学校長代表から 市立千葉高校から 、

I

1 教
伝

数
の

理
育

統

第1期SSHの卒業生

の活躍状況は？（小）

ﾉ

1期の卒業生は、現在、ドクターコースに進学し

たぐらいの年齢である。また、高校時代にJSEC2010

(高校生による科学研究に関するコンテスト)の協

賛社賞(JFEスチール賞)を受賞し、それにより理系

大学へ進学した卒業生などがいる。

2

r

’

教育ニ

ーズ多

様化へ

の対応

Ｋ

教職員研修の中での

大学との連携は？(小）

広い意味でのキャリ

ア教育について伺いた

い｡ （中）

習熟度別授業などの
『

展開はどうなっている

のか。（中）

SSHの授業のために原書を読んで勉強をしたり、

A11Englishで理科の授業を展開したりする教員も

いる。クロスカリキュラムについて、大学の協力を

得て教員が研修している場合もある。また、予備校

などの授業研修に参加し､教科指導力の向上を目指

している教員もいる。
｢

生徒は大学進学希望が多いため、学部学科研究や

講義体験などを行っているdSSH事業による外部機

関との連携をすることもキャリア教育の－環にな

っている。

また、数は少ないが､市役所、県庁などでのイン

ターンシップに参加する生徒もいる。

数学などで実施しており、生徒の学力向上に効果

が見られている。

り

3 小中学

校現場

や地域

へのア

ピール

先進的な理数教育を

もつと（中学等に）知

ってもらうと良いので

は？（中）

モノレール車内に生

徒の作品を掲示発表し

たのは良いアイデアだ

と思う。 （中）

市立の高校なので

｢ちば市政だより」な

ど利用してアピールを

してはどうか？（中）

文化祭は高校の内容

を見る良い機会である

が、市立両校とも7月

に実施している。その

頃は、中3生は最後の

総合体育大会前で見学

しにくい。 （中）

市内の先生方の研究組織「千葉市教育研究会」に

おける夏の理科部会を本校で実施し､127名の中学

の先生方が来校した｡今後もこのような機会を増や

していきたいと考えている。
吟〃

平成24年度のSSH運営指導委員会特別委員の市

長の提案に基づき、実施しており、非常に好評を得

たため、 8月の車内掲示に加え､9月に千葉駅コン

コースで掲示発表を実施した。 ‘

｢市政だより」は、市政全体の情報なので高校の

内容を掲載するのは限界がある。「教育だよりちぱ」

の活用などで､市立高校の情報掲載を増やせたら良

いと思う。

進学校は高3の夏休みを大学受験に向けた大切

な時期ととらえ､センター試験に間に合わせるため
f

にも7月に文化祭を実施してしまう傾向にあるた

め、今後の検討課題として認識している。

瓦

口



（3）聞き取り調査結果対象：市立千葉高校校長・教頭・教務主任等

※クロスカリキュラム：ここでは全ての教科にサイエンスの切り口を取り込み、教科・科目の垣

根を超え、教員の特質を生かした、より専門性の高い授業を学校全体で行うことを示す。

4

No 項目 意見

’ 1 ’ 》
》
唾

剤

単位制導入により「教員定数｣が増え､学校設定科目を多く設定したり、

選択科目を広く開講できたりすることは、生徒の進学に有効であり、進

路意識改革につながっている。

市立高校改革の立ち上げ当初は、 ｢単位制」は目新しいものだったが、

現在は、かなり多くの高校で実施している。 「進学重視型」も県立の多

くの単位制高校に見られる。何らかの工夫が必要かもしれない。 「2期

制の単位半期認定」の導入や、大学などとのSSH講座を10単位分程度「学

校外の学修」の単位として認定するなどを検討してもよいと思う。

また、千葉大学の飛び級が2年修了時に加え、 3年秋も可能になると

いうこともあり、半期認定を導入したら有効に機能すると思われる。

選択科目が多く、生徒が自分で選ぶには指導が必要である。その点、市

立千葉は類型に分けて、選択の道筋を示していることが有効に作用して

いる0

ガイダンスカウンセリングは、教務担当者が中心に行っている。科目選

択のしおりを1年次より配布し、実際の選択では、進路の方向性に従い

選択科目の類型化により対応している。 ‐

授業を1日6限から7限にしたことが､生徒の進路意識の高揚につなが

っている。また、選択科目や少人数授業は、職員数により制約があるが、

成果は上がっている。国公立大の合格者も20人台から40人台に伸び、今

年度も47人が合格している。現役進学率も50％台から75％程度に伸びた。

単位制への移行と生徒指導面の関係はわからないが､,最近、生徒の生活

行動や服装面は落ち着いている。進学重視をしたことの成果なのか、生

徒そのもの変化なのかは不明である6

2， 理数教育

の伝統

／、

ノ

第1期SSHの連携講座の成果から､第2期SSHは､プレゼンテーションや

ネイティブ実習助手による言語活動を充実させており､市立高校のメリ

ツトである市の施設との連携なども、着実に進んでいる。具体的には外

国人理科実習助手・留学生ティーチングアシストを導入し、英語での理

科授業及びプレゼンテーションが行なわれ、国際的な視野に立てる人材

の育成に役立っている。また、第2期SSHにおいては、今年度、普通科SSH

コースが始まり、次年度には全学年でクロスカリキュラム※を展開する予

定である。なお、全校的な取組として､.徐々に理数以外の教科担当にも

理解が進んでいる。

｢SSHの市立千葉」というイメージが外部に広がりつつある。

また、校内でもSSHが共通認識の柱になってきている。理科以外の教科

でも、外部人材を活用する取組などを行う教員が出て来ており、よい意

味でSSHが学校の刺激になっている。外部の力を借りるノウハウが浸透し

始めており、消費生活センターや弁護士が授業に加わるといった例が見

られる。ただし、中心になっている職員は忙しい。仕事を割振りしきれ

ない状況もあり、どこまで関わって良いかが難しい状況がある。
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理数の市立千葉、国際の市立稲毛、両校の学校経営の特徴が受検生や保

護者に分かりやすい。県内のSSH校の中でも市立千葉は、全国的に有名で

ある。市立という行政に近い環境で教育活動を実施できることが、その

一つの要因であり、更に、理数系の伝統もSSHに磨きをかけている。

ただし、担当教員の負担と人材の確保が課題である。SSHを進めるには、

専門性、調整能力、指導力のある教員が必要であり、県立高校のように

教員の公募をかけられないだろうか。また、フィールドワークに十分な

引率教員を配置できるよう予算化をお願いしたい。

クロスカリキュラムに興味・関心を持っている生徒が多いことから、
I

今後、理系・文系を問わず広げていく予定である。普通科の生徒でも、

クロスカリキュラムの課題研究を大学入試の際に生かす生徒が出てきて

いる。

現在の2．3年生は、第2期SSH指定の前の入学者であり、 1年生は、

採択後の入学者である。そのため理科に対する意識に若干の差はある。

そういう意味でも、今後、第2期SSHが終了後に理数教育の成果や伝統

をどのように継承していくかが課題である。

理科担当の教員は、とても大変であり、文系担当教員の協力が必要であ

る。教職員の人数は、決まっているので、理数系以外の科目での少人数$

習熟度授業を実施することは難しい状況がある。また､全校が理系中心

の学校ということではなく、普通科7クラス中4クラスは文系の生徒も

いる。SSHを目的に入学する生徒もいるが､､極端に多いということではな

い。 ，

3 中学校現

場や地域

へのアピ

－ルなど

について

市立高校の利点として地域との連携をしやすい環境にあるが､授業公開

に関しては、現在、小中台中学校や園生小学校など､近い学校との連携

に過ぎない状況もある。県立高校が取り組んでいる「授業練磨」のよう

に、市内小・中学校の先生方に授業を見てもらう機会を増やしていける

と良いと思う。

昨年、 11月に千葉市クロススクール科学フェスティバルを開催し、

千葉市動物公園動物科学館において小学生、中学生、高校生のポスター

セッションを実施した。高校生が小・中学生に対して意見を述べるとと

もに、逆に小学生が予想以上に良い発表をしており、高校生も刺激にな

った。 12月には同科学フォーラムを市立千葉高校で行い、中学生のプレ

ゼンテーション発表を行った。このようなSSH交流会には、小・中学校の

先生方にも参加していただいており、小・中学校との重要なパイプづく

りになっている。

中学へのアピールでは､先生方の会議等を含め、市立千葉高校を利用し

てもらえるように訴えている。市内の先生方の研究組織「千葉市教育研

究会」における夏の理科部会を本校で実施し、中学校の127名の先生方に

来校いただいた。小・中学校が秋休みのときなど、中学生や中学の先生

方に見てもらえるように積極的な授業公開を行っていきたい。
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中学へのアピールということも含め、中高の人事交流を進められない

か。または、高校の教員が中学の授業に出かけたり、中学の先生に高校

の授業に参加してもらったりするなど、中高のクロスカリキュラムも市

教委を含め検討したら良いと思う。

中学校の先生が、高校の内容を知らないケースが多い。授業公開や施設

見学がもっと必要だと思う。

生徒会が主催したクリーンアップ活動や、ダンス部と吹奏楽部及び､合

唱部等が参加した小仲台フェスティバル、小仲台地区敬老会、モノレー

ル祭り、稲毛駅前でのコンサートといった外部への活動も行っている。

SSHの専用ホームページを作るなど、積極的なアピールも行っている。

4 文武両道

について

進学校における部活動として、下校時間の配慮や、土日のどちらかは活

動を休止するなど、勉強時間を確保することが必要である。その辺をよ

り徹底すると良いと思う。文武両道の伝統は守られていると思う。

｢文武両道」はどこの進学校も掲げている。新しい言葉が必要ではない

かb

全学年､通年で行われている進学補習(朝及び放課後に実施)に多くの生

徒が受講しており、夏季休業中にも26講座の進学補習が行われている。

文武両道は、聞こえは良いが、どっちつかずの感もある。進学重視とい

うわりには、中途半端な気もする。勉強に関してストレスを感じている

生徒はあまりいない様子であり、学校を楽しんでいる生徒が多い。反面、

部活などでも最後の踏ん張りが効かない面も見受けられ、学習でも最終

的に3年になって焦り始める生徒もいる。

5 その他 県立高校は､公募制で職員を集めているが、市立高校で公募にすること

はできないのであろうか。もしくは、優秀な中学の先生が高校で教壇に

立つことはできないのか。

また政令市なので、大学を設置し、その下に市立高校があって、独自の

高大連携教育などという大胆な改革も検討が必要に思う。

科学都市戦略とのリンクをもっと進める必要がある｡互いに補完する部

分は大きいと思う。



市立千葉高・聞き取り調査
・アンケート（生徒）

（4）アンケート調査結果

一 ァ生徒対象（普通科第3学年）

1高校卒集後の進路希望について

平成2Z年10月

平成25年10月

2部活動に加入しているか。

平成ｸｸ年10月

平成ﾜ員年1o月

『｡

3申学3年生の時､市立千葉高校普通科を受検するにあたり、次の各項目について、どの程度
亙視したか。

（1） 。進学重視型の単位制である。 ．

1

平成22年10月

曜
留i･．

⑲
凡
恒
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比
、
Ｕ
《
》

平成25年1o月

（2） 1日45分7時間授業を行っており授業時数が多い。

平成22年､0月

平成25年10月

（3） 選択科目が充実しており自分の興味関心・適性・進路希望に応じた学習ができる。

．
一

●

‐

平成Z2年10月

平成25年1o月
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(6） 文武両道で部活動や学校行事が活発である。

、 . 1莞 鉾郵平成Z2年10月

平成25年10月

(7） 校舎が新築され施設･設備が充実している6

平成22年1o月

平成25年10月

(8） 公立なので経済的である6

…ﾜ愛年10月

平成25年10月

あまり宣捜Iなかった5％ ほとんど…しなかった3％

4中学校3年生の時、市立千葉高校普通科を受検するにあたり、その特色についてどこ(掴か
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_ a○画

蝉
郵
郵
郵
醒
郵
蝉
既
既

－－－■

国平成22年10月厩一雨豆一一

爾

玩’ 四平成25年10月1 弓己 q

高
校
の
毛

塾高
校
の
学
校
脱
明
会

保
護
者

受
験
雑
誌

中
学
校
の
先
生
か
ら

友
だ
ち
や
先
致

情
報
を
得
な
い
ま
ま
受
検

とても型Lた串％

刀

仮
』

Z5ヲ 侭
a

鹿
声

■■●
P■凸も

①■甲
､■｡Q

■■● ツ ソ ■ j｡

7

ソ 9％
》
一

■■③

r

』

U ■ $

10％
寺住” 勺｡， R腿

5％4％

”

｡be

｡e ■
■ウ■

●■－

仮
型

妬

犀

陸；

ソ

仮
』

3％
5％

…

■●■

己か■

〆
』

死 叶一
一
州



涙

市立千葉高･_アンケート（生徒）

5市立千葉高校普通科で、次の項目についてどのくらい満足しているか。

（1） 進学指導を重視しており授業時数も多く、授業や補習など教科指導が熱心に行われている。

平成22年10月

ゾ

l l l l l : l l l l l平成25年10月

（2） 単位制であり、多様な科目の中から自分の興味関心・適性・進路希望に応じて選択して学習

できる。

平成22年10月

l i l i l l l l l l｜ | ’平成25年10月

」 _↑
(3） 科目を選択するにあたり十分なガイダンスが行われている。

平成22年10月

ゞ : >濁垂＝ゞ::洲｜Ⅱ’平成25年10月

丁

（4） 授業の内容を工夫したり質問に丁寧に対応するなどして生徒の学力を伸ばす努力をしている。

平成22年10月

|l l lNl l l l l l l ’平成25年10月

(5） 普通科にも理数教育の成果や伝統が生かされている。

‘ I l 1 l l l l l l l平成22年10月

|･州州糾 ，平成25年10月

(6） 進路に関する指導や情報が充実している。

平成22年1o月

平成25年10月

9
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(7） 文武両道であり部活動が盛んである。

平成22年10月

平成25年10月

(8） 学校行事（陸上競技大会・來竹桃祭・合唱コンクール等）が充実している。

’
平成22年10月

’
平成25年1o月

I

(9） 生活に関する相談や指導が充実している。

’
平成22年10月

’
平成25年10月

j L －1、

（10）

平成Z2年10月

’
1平成25年10月

l 、 ↑
あまり翼足していない7％ まったく満足していない3％

(11） 総合的に判断すると市立千葉高校に満足している。

’
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市立千葉高・アンケート（生徒・保護者）

イ保腰者対象（市立千葉高校普通科第3学年）

1 お子様が市立千葉高校普通科を受検するに当たり、あなたは次の各項目について、どの程度

丘視したか。

（1） 進学重視型の単位制である。

平鹿2Z年10月

平虐ﾜ辱年1o月

（2） 1日45分7時間授業を行っており授業時数が多い。

■ I平成22年10月

平成25年10月

（3）．選択科目が充実しており自分の興味関心・適性・進路希望に応じた学習ができる。

平成22年10月

平成25年10月

4

(4） 理数教育が充実している。
寺
、
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。

平成ZZ年10月

平成25年10月

(5） 子どもの学力に合っている。

平成つ勇年10月

平成25年10月

(6） 文武両道で部活動や学校行事が活発である。
l . :
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(7） 校舎が新築され施設・設備が充実している。

平戚22年10月

平成25年10月

（8）． 公立なので経済的である。
l .

I平成22年10月

’ ，F－~－2J
あまり重揖1なかったz％ほとんど重視lなかったz％

平成Z5年10月

｣ ､↑
あまり宣視しなかった3％ ぼとん』2童捜しなかったユ％

2市立千葉高校の特色をどこ(駒から知ったか｡ ’
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3市立千葉高校普通科で、次の項目についてどのくらい満足しているか｡

（1） 進学指導を重視しており授業時数も多く、授業や補習など教科指導が熱心に行われている。
｜ ・‐

Ⅲ平成22年1o月

I
I平成25年10月

l - _j,

(2） 単位制であり、多様な科目の中から自分の興味関心・適性・進路希望に応じて選択して学習

′できる。

平歯ｸ2年1o月

: : 11平成25年1o月
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市立千葉高・アンケート（保護者）

（3） 子

平成22年10月

ワイゲン入茄

: : : ; ; :：Ⅱ|’

平成Z5年10月

あまり満足していない14％ まったく溝足していない2％

(4） 授業の内容を工夫したり、質問に丁寧に対応したりして子どもの学力を伸ばす努力をしてい

る

平成22年10月

平成25年10月

(5） 普通科にも理数教育の成果や伝統が生かされている。

平成ZZ年10月

平成25年10月

（6） 進路に関する指導や情報が充実している。』

平成2Z年10月

平成25年10月

(7） 文武両道であり部活動が盛んである。

’
平成22年10月

’ -1

型
平成25年10月

」 －J小

(8） 学校行事（陸上競技大会・來竹桃祭・合唱コンクール等）が充実している。

平成22年10月

平成25年10月

』
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とても済足しているZ2％
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(9） 生活に関する相談や指導が充実している。
I

I平成22年10月

’ _TL

平成25年10月

I

(10） 新築されたばかりの校舎の中で充実した施設・設備を活用することができる。

平成22年10月

平成25年10月

あまり満足していない2％ まったく溝足していない眠

(11） 総合的に判断すると市立千葉高校に満足している。
I

I平成22年10月

’ 小－1、

平成25年10月

」
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市立千葉高校普通科第3学年生徒の保護者 アンケート回収数 回収率

280人 154 55.0％



市立千葉高・アンケート（保護者・卒業生）

卒業生対象（平成24年度市立千葉高校普通科卒業生）

回答者の高校卒業後の進路について ‘

ウ

1

0

2単位制高校について

a 自分の希望どおりにカリキュラムを組むことができたか。

_T

（質問aで「あまり組めなかった」もしくは「まったく組めなかった」と答えた15人だけ回答）

b希望どおりのカリキュラムを組むことができなかった理由。（複数回答可）

15人における回答数(複数回答）

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人f

①カリキュラム選択の時間不足

②．様々な履修制限があった

③履修したい科目がなかった

④様々な相談機能を有効活用できなかった

。 ⑤事前の説明がよくわからなかった

⑥その他

． “ .： 、！

3学力の向上に有効だったと感じるものについて（複数回答可）

鱈
0ロ

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%・ 45% 50%

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

一一認■■■■■■■■■■
一＝一一一元珂■■■■
一一一一毛町■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

①選択科目が多数あること

②多様な学校設定科目があること

③1日7限(45分授業)授業

④少人数授業や習熟度別授業

⑤充実した施設や設備

15

4年制大学87％

組めた44％ ;蕊撚辮鍵職懲蕊瀧溌蕊



4 「市立千葉高校の魅力や特色」は、何か。（複数回答可）

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

⑪ ■■■■■■■■■■■■■■■
ぬ ■■■■■■■■■■
③ ■■■■■■■■■■■■■■■
④ ■■■■■■■■■■■■■■■
匂

(う ロ■■■■ﾛ■■■■■■■■■
⑰ ■■■■■

（ ■■■■■■■■■■■■■■■
‘ ■■■■■■■■■■

<選択肢〉①多様な教科・科目があること

②単位制といった一人ひとりの生徒に応じた多様なカリキュラムを組めること

③伝統的な学校行事が豊富にあること＝

④教育活動上の工夫(習熟度別授業、少人数授業など)が多数あること

⑤部活動が活発に行われていること‘

⑥進路指導における実績があること

⑦充実した施設や設備があり、学校周辺の環境が良いこと

⑧大学や企業との連携による授業が豊富にあること

⑨理数教育に力を入れていること

⑨その他

［その他の記載内容］

・自由な校風（3件） ・生徒の自主性を重視しているところ（2件） ・校舎が新しい

．無理に留年させようとしない ．教員や生徒に穏やかな雰囲気がある

・教養のレベルが高く、会話が通じるところ ・学年ごとの繋がりが濃いこと

5 『市立千葉高校の魅力や特色」は市立千葉高校以外の友人や後輩に知られているか。

蕊ﾐ鍾鰯難識職蕊蟻謹
■■■｡■

■■ ■■句■

■■巳■■

｡■ 。｡●■

●■｡■

■■■
■巳｡●

全く知られていない3％

6市立千葉高校の学習活動は、現在の進路に生かされていると感じるか。

7あなたは市立千葉高校に進学したことを満足していますか。

…
あまり満足していない4％まつたく満足していない0％

<回収率〉
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あなたの学校生活等についてのアンケート（市立千菜高校普遍科3学年生徒対象） 千葉市教育委貝会
.･･、.

このアンケートは､皆さんに学校生活の様子をお聞きし､今後の教育に役立てる目的で実施し表す.なお､提出されたｱﾝｹｰﾄについては､この目的以外には使用いたしません。
回答はすべて枠内のマ→欄を鉛筆もしくは無ボールペンで丁寧に塗りつ“てください． ，

1あなたの高校卒集後の進路希望について､あてはまる番号を一つだけ選んで<だ 4あなたが中学校3年生の時､市立千葉高校普通科を受検するにあたり､その特色

さい。 碓学亙視型の単位制､週択科目の充実など)をどこ(胸から知りましたか｡主なもの

①4年制大学 .②短期大学③専門学校④就職 ⑤未定 一つだけ週んでください。

①中学校の先生②高校の学校脱明会 ③高校のホームページ

④保膜者 ⑤塾 ⑥受験雑飽 ⑦友だちや先輩

⑧特色についてはよく知らないまま受検した…師0
5これまでの高校生活を振り返って､次の項目についてどのくらい満足していますか。

（1）～(11)について､それぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ選んでください。

2あなたは部活動に入っていますか｡あてはまる番号を一つだけ遇んでください。

（これまで活動していて既に引退している増合は､①となります｡）

①加入している ②加入していない

3あなたが中学校3年生の時､市立千葉窩校普通科を受検するに当たり､次の各項目

について､どの報麿宜視しましたか．

(1)～(8)について､それぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ週んでください。

②
④

3足し

<満丘

進学指導を重視しており授集時数も多く､授業や補習など教科指導が熱心に

応雨夢〒ﾛ60『行われている。

単位制であり､多様な科目の中から自分の興味関心･適性･進路希望に応じて

応扇面蓉壽OOOW遇択して学習できる。

科目を遍択するにあたり十分なガイダンスが行われている。

F両面蓉罵~ﾛ｡｡『
授業の内容をエ夫したり質問に丁寧に対応するなどして生徒の学力を伸ばす

F両露壽nOOr努力をしている。、

普通科にも理数教育の成果や伝統が生かされている。

篤灘進路に関する指導や情報が充実している。

文武両道であり部活動が盛んである。

学校行事(陸上醜技大会･爽竹桃祭･合唱コンクール導)が充実している。

鳫霧職吾生活に関する相賊や指導が充実している。

新築されたばかりの校舎の中で充実した施殴･蝕備を活用することができる。

E両面蓉罵面駒『
緯合的に判断すると市立千葉高校に満足している。

凧乖】U卵一

(1)

（
再
『 (2)

(1) 進学亙視型の単位制である。 (3) 計
腓
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廻匪口
(2) 1日45分7時間授業を行っており授業時数が多い。 (4)

DOOm
(3) 選択科目が充実しており自分の興味関心･適性･進路希望に応じた学習が (5)

できる。

理数教育が充実している。

自分の学力に合っている。

文武両進で部活動や学校行事が活発である。

１
１
ｊ

４
５
６

く
く
く

ｊ
ｊ
ｊ

６
７
８

く
く
く

(7) 校舎が新築され施殴･殴備が充実している。 (9)

(10)

(8) 公立なので経済的である。

(11）

I

(1)の回答･･･

(2)の回答･･･

(8)の回答…’0000
(4)の回答…’0000
(5)の回答..，0000

(7)の回答…烟@00
(8)の回答･"n000



』

ヘ

寓校教育についてのアンケート(市立千葉高校普通科第3学年保塵者対象） 千葉市教育婁員会

このアンケートは､保踵者の皆様に高校教育に関するご恵見をお聞きし､今後の高校教育に役立てる目的で実施します｡なお､提出されたアンケートについては､この目的以外には使用い

たしません｡回答はすべて枠内のマーク欄を鉛筆もしくは黒ボールペンで丁寧に塗りつぶしてください。

痴
蝋
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遂
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（
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慰
載
謡
②
椛
柑
ｓ
痴
騨
鮒
）

1 お子様が市立千葉高校普通科を受検するに当たり､あなたは次の各項目について、

どの程彦重視しましたか。

下の(1)～(8)について､それぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ選んでください。

3市立千葉高校普通科で､次の項目についてどのくらい満足していますか。

下の(1)～(11)について､それぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ選んでくださ

い。
■■‐■■‐ー｡＝

①とても重視した ②やや重視した

③あまり重視しなか』った ④ほとんど重視しなかった

ー

■

ｐ》句

■

－

，
７
■

ー I■

(1) 進学重視型の単位制である。 (1) 進学指導を宜視しており授業時数も多く､授業や補習など敦科指導が熱心

DOO0－－司 通園に行われている。

(2) 1日45分7時間授業を行っており授業時数が多い。 ②単位制であり､多様な科目の中から自分の興味関心･適性･進路希望に応

卿じて退択して学習できる。

(3) 選択科目が充実しており自分の興味関心･適性･進路希望に応じた学習が ③科目を選択するにあたり十分なガイダンスが行われている。
』
⑭

謡
できる。

理数教育が充実している。

子どもの学力に合っている。

文武両道で部活助や学校行事が活発である。

(4) 授業の内容をエ夫したり質問に丁寧に対応するなどし

す努力をしている。 ，

て生徒の学力を１
１
１

４
５
６

く
く
く (5) 普通科にも理数赦育の成果や伝統が生かされている。

進路に関する指導や傭報が充実している。

文武両道であり部活動が盛んである｡

(7) 校舎が新築され施殴･股備が充実している。 ｊ
ｊ
ｊ

６
７
８

ｇ
ｆ
Ｌ
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口
Ｌ
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夕
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ｌ
、 学校行事(陸上蚊技大会，來竹桃祭･合唱コンクール等)が充実している。(8) 公立なので経済的である。

磯2お子様が市立千葉高校普通科を受検するに当たり､その特色(進学■視型の単位制、

選択科目の充実など)をどこ(雄)から知りましたか｡主なもの一つだけ週んでください。

①中学校の先生 ②高校の学校脱明会 ③高校のホームページ

④保腫者 ⑤塾i ⑥受験雑畦 ⑦友だちや先理

(9) 生活に関する相餓や指導が充実している。

(10)新築されたばかりの校舎の中で充実した施股･股備

る。

(11）総合的に判断すると市立千葉高校に満足している。

新築されたばかりの校舎の中で充実した施股･股備を活用することができ

畑

両雨蓉荊閥、0，，060，0⑧特色についてはよく知らないまま受検した

以上で終了になります｡ご協力､ありがとうございました。

(1)の回答･･･ (1)の回答･”

(2)の回答…

(3)の回答.，．

(4)の回答…

(3)の回答…岨)000
(4)の回答･･･nOOO

(6)の回答…n@@@

(5)の回答･･･ l)(J(JG
(6)の回答… D@@@
(7)の回答… D00O(7)の回答･･･ DC)T)(3)

(8)の回答… D00O
(8)の回答…

(9)の回答･･･

(10)の回答･“
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市立千葉癒校普通科卒巣生用アンケート 千葉市教育委員会

このアンケートは、平成24年度市立千葉寓校普通科を卒業した皆さんに「千葉市立高校改革」に関するご恵見をお聞きし、今後の教育に役立てる目的で実施します。なお、提出
されたアンケートについては、この目的以外には使用いたしません。回答のマークシー.卜部分はすべて枠内のマーク欄を鉛筆もしくは黒ボールペンで丁寧に塗りつぶしてください。

4卒業後にあなたが考える『市立千葉高校の魅力や特色｣とは､どのようなものだと思い

ますか。（複数回答可）

①多禄な教科･科目があること

②単位制といった一人ひとりの生徒に応じた多樺なカリキュラムを組めること

．③伝統的な学校行事が豊富にあること

④敏育活動上の工夫(習熟度別授業､少人数授業など)が多数あること

⑤部活動が活発に行われていること

⑥進路指導における実績があること

⑦充実した施設や設備があり､学校周辺の環境が良いこと

⑧大学や企業との連携による授業が豊富にあること

⑨理数教育に力を入れていること

、⑥その他(記載してください： ）

1 あなたの高校卒業後の進路について､あてはまる番号を一つだけ○を週んでください。

①4年制大学②短期大学③専門学校④就職 ⑤未定 .

09000
2市立千葉高校における単位制の特徴は､必修科目以外選択科目の中から一人ひとり

の特性や進路希望､興味､関心'二応じて学ぶ科目を主体的に決めていくことができる

ところにあります。

aあなたは､どのくらい単位制高校の特微を生かした自分なりのカリキュラムを組むこ

とができましたか。

①希望どおりに組むことができた

②やや希望どおりに組むことができた

③あまり希望どおりに組むことができなかった

0，00④まったく希望どおりに組むことができなかった胃
①

0℃o0eO0OOOb質問aで③もしくは④を回答した方だけ回答してください｡<”を選んだ方は質問3へ）

希望どおりのカリキュラムを組むことができなかった理由を選んでください｡(複数回答可）

①カリキュラム遇択のための時間が足りなかった

②履修したい科目があっても様々な制限があり取れなかった

③履修したい科目がなかった

④担任への相談や避択相談会等を有効に活用できなかった

⑤事前の脱明がよくわからなかった

4の回答(複数回答可）

5 「市立千葉高校の魅力や特色｣は､市立千葉高校以外の友人や後箪に知られていると

思いますか。

①とても知られている ②やや知られている

0，，，③あまり知られていない④まったく知られていない

計
腓
糸
洲
訓
・
訓
く
、
Ｉ
テ
罰
蛮

6市立千葉高校での学習活動は､現在の進路先に生かされていると感じますか。

①とても感じる ②やや感じる

－

⑥その他

0@，0→質問3へ進んでください。

3市立千葉高校におけるさまざまな取り組みや教育琿境の中でも学力の向上に有効で

であったと感じているものを選んでください。（複数回答可）

①選択科目が多数あること

②多様な学校般定科目があること

③1日7限(45分授業)授業

④少人数授業や習熟度別授業

「壺面喜一nrEYWnYeT⑤充実した施設や殴術 0，oOO

③．あまり感じない ④まったく感じない

7今､振り返り､あなたは市立千葉商校に進学したことを満足していますか。

①とても満足している ②やや満足している

0，，02 4③あまり満足していない ④まったく満足していない

以上で終了です。ご協力、ありがとうございました。

1の回答

5の回答

2bの回答n,0006
6の回答



2市立稲毛高校・附属中学校

（1）基本調査結果

ア生徒数等（各年度5月1日現在の数） ※市立稲毛高校附属中学校

r民倖区別牛棒鋤1

20

「

平成1

男子

9年度

女子

平成2

男子

)年度

女子

平成2

里子

1年度

女子

平成2

里子

2年度

女子

平成2

男子

3年度

女子

平成2

男子

4年度

女子

平成2

男子

5年度

女子

1年 39 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

2年 39 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

3年 39 40 40 40 40 40 40 40 40 40
§華曽誉託§鐸 §:§:；:畠7 悪蓑曽

Ⅱ
■
１

ロ
ー

■
ｅ
ｃ
■

●
》
■
一 g;冒塞

■ ■ ■ ◆ ■

l9;;;;;;: ;垂§;2 0§:§:ﾐﾆ； §;垂遜 ､胃:胃:::； ･･■･･■･色■

匝向一：‐ニーニ
BU ﾆﾐ号冒言理Z 芯

平成19年度

舅子 女子

平成2

里子

)年度
女子

平成2

里子

1年度
女子

平成22年度

里子I女子

平成2

里子

3年度

女子

平成24年度

里子 女子

平成25年度

里子|女子

募集定員 40 40 40 40 40 40 40 1 40 40 40 40 40 40l40

志願者数
694 939

1633

456 546

1002

391

91

576
7

3941446
840

368

8【

483

1

371

8；

462

3
3741454

828

志願倍率
17.4123.5

2（ 64
.41 13．7
12．5

9.8
12

14．4

､1

9．9 1 11．2
10．5

9.2

1（

12．1

.6

9.3

1〔

11．6

､4

9．4 1 11．4
10．4

受検者数
689 933

1622
452 1 5“

996

389

91

575

4
3831444

827

358

8；

476

4

355 “5

800

3621435
797 ‘

受検倍率
17.2123.3

20.3

11,31 13．6
12．5

9.7 14．4

12．1

9．6 1 11．1
10.3

9,0 11．9

10.4
8.9 111.1

10．0

9．1 1 10．9
1060

中』巴区 花見川区 稲毛区 芳葦区 .録区 美浜区 合計

H19入学生 11 18 17 2 7 14 79

H20入学生 14 11 ・ 10 2 6 27 80

H21入学生 9 14 7 4 13 23 80

H22入学生 21 11 9 7 8 ′ 24 80

H23入学生 20 15 ′ 10 0 6 19 80

H24入学生 19 9 13 0 6 23 80

H25入学生 ， 16 12 14 2 4 22 80

職員数 校長(1)､副校長(1)､教諭(15)､養護教諭(1)､主事(1)

兼務の状況
中学籍の職員には高校の兼務発令､高校籍の職員には､実習助手と技能員を除き中学の

兼務発令が出されている。
J

『

部活動名
平成22年度

男子 女子 鑿垂計

平成25年度

男子 女子 毒菱計華葵

運
動
部

軟式野球

サッカー

ラグビー

ｿﾌﾄテニス

陸上競技

卓球

柔道

剣道

バスケットボール

バレーボール

ヨット

硬式テニス

ｿフトボール

合計

加入率

26

18

0

11

14

9

1

10

0

0

8

4

0

･101

84.2％

0

1

0

17

6

1

0

0

13

0

1

2

1

42

35.0％

§§鐸琴:26§ま

昌鐸柔9§主

雲裟0曽塞

鐸鐸簔28:主

琴琴冒冒冒20葦ﾐ

簔琴冒冒共0冒茎

琴鐸琴共達

琴琴§冒茎0冒主

琴ﾐﾐ篝茎3裳

§葦鐸琴§0義

;§琴鐸主9垂

冒裟冒琴目§56昌夷

琴鐸琴冒彰実

琴冒葦冒洩3曽冒冒冒

琴冒旨59:6%葦冒

20

23

1

25

4

‐ 6

0

6

0

0

9

4

0

98

81-7％

0

･ 0

0

22

- 10

0

0

3

11

5

1

5

0

57

47.5％

ﾆ:：：

鐸§;鐸茎 戸 ■

琴簔琴共.
L ■ ■

琴琴塞1§ P ● ■

登簔

篝琴主冒迩簔

琴琴鐸登拳

琴琴実1§1鐸冒

実葦鐸;§登曽:;；

冒冒鐸琴§1通§主

ﾐﾐ琴華§胃登達

冒冒主旨冒葦ﾐﾐ迩葦；

琴冒冒割§55葦冒

琴曽昌64:砿葦曽
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部活動名
平成22年度

男子 女子
● ●b

● ●

。
④
●
■

平成25年度

男子 女子 注蕊誌舞蕊

文
化
部
、

吹奏楽

弦楽オーケストラ

ESS

美術

書道

茶道

地学(科学）

放送

文芸

華道

T芸

合計

加入率

5

0

5

2

0

0

1

0

0

0

0

13

10.8%

23

20

7

3‘

8

2

0

3

2

4

2

74

61.7％

●
●

■
■ 葦琴§28球§

■ ■ ■ 争 曲 ■ ① ｡

ﾐ;;琴120;裳

§鐸;謎2§舞

裳;嫁妹蕊
｡

■･

口 §§華鐸§8華§ I

鐸;;鐸;;;2;!;§
①
。
●
●

ロ
ロ
ヰ
で
式
■

●
●
。
■

●
●
凸
ｐ

●
Ｇ
●
●

■
凸
ｅ
●
凸

■
■

●
●

●
●

●
●

■

■
口
●
●
■

■
■

■
■

蕊;鐸鐸;3;裳

;冒鐸§§鐸;2華！

蕊蕊蕊剥誕
■ ■ ● ■ ■ ● ■ ■ 凸 巳

鐸;§:冒琴:2;;:i

87
■
“
Ｄ
Ｂ
Ｆ

■
Ｇ
■
・

●
■

●
■

■
■
。
。

■●●■■■け

■ ● ■ ● U p

6:3%葦;§

2

0

1

4

0

0

0

0

0

0

11

18

15.0％

20

21

8

2

5

5

0

0

0

0

0

61

50.8％

■ ■ ■ ■ B D U ● g ■

鐸;冒鐸茎2ﾐﾐﾐ；
■ G 甲 ■ ■ ■ ■ ■ ■

鐸;;;葦茎1鐸：

鐸鐸鐸禽羊：

鐸鐸鐸登羊§

鐸鐸琴毎室

讓琴鐸昼華

鐸琴鐸趣葦§

鐸鐸鐸愈裟

鐸§§琴ﾐﾐ孜裟

!;鐸§;鐸魯繁；
■ ■ ■ 白 ■ ■ ■ ■ ■ ■

琴;§鐸:1:1!\i

79

鐸§§32』醗葦；

部活

全体

合計

加入率

111

92.5％

107

89.2％

溌舞2甜識

鐸:9”M蕊

116

96.7％

116

96.7％

b ■ ■ ① ｡ ■ ■ ■ ■ ■

蓑蕊塞漣隷

鐸頸』流諾

未加入者 9 13 22 4 4 8
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『

､

1年

z成16年度
2年 3年．

平成22年陵
1年 2年 3年

平成25年層
・ 1年’2年 3年

普通科 8 9 9 7 7 7 7 1 7 7
国際教養科 ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

学年合議§ 鐸裳蕊 鑿津輝鑿 鐸曽謎Q達I 胃;冒琴;§8琴§ 蕊蕊識蕊 ::§:至冒且g8垂： 舞隷8燕I蕊謹惑舞 注;鐸茎葦；
● ● G e c ● ● ■

■ ● B ･ ● ■ ● ■ P
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、

甲 ● ●
● 寺 ■

■ ● ● ■ ■ ■ － ﾛ
■ ･･、 ■ F D ■
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● G P ■ ● 告 ｡ ｡
■ ■ ■ ■ ■ ■ p ●

軍
＆

里子

z成16年度
女子

》
一器舞

平成22年恩
里子 女子 隷浩静舞

､ 平成25年陵
里子 女子 鑿浩誹鐸

普
通
科

1年

2年

3年
g▲号壺莚

154

146

188
●■①亜》》》

一
》

171

180
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● p ･ ● 。 ■ ■ ■

華毎Zg\

鐸曽税
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§鐸曽32

毒瓠

蕊麺ヨ

。 ● ●

5鐸

6蕊！
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158 1
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● ● ●
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巳
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■
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■
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・
句
■
色

。
●
寺
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。
Ｐ
■
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● 毎 ● ● ● ■
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● ■ ■ ■ ● ●
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■ G ■ ● ●
● ■ ● ■ ■ ●

● ●
● ● ●
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平成16年度 平成22年唐， 平成25年庵

入学志願

倍率

色
前

特
＆ 期 ．

学力
＆後期

普通科

二辱蓉垂喬

普通科
国際教養科

5.77

4.07

1.41

1.23

2-74

3．15

1.54 ．

1.85

1.95

1.63

1､38

1.3

中央区 花見川区 稲毛区 若葉区 緑区 美浜区 他市町村 舞登識
ゆ

り ●

● ●

平
成
媚
年
度

1年

2年

3年

:§:§:§：
丞壁

貝匁堤
冒：：

普通科
β

国際教養科

普通科

国際教養科

普通科

普通科

国際教養科

36

3

52

4

39

3

;錘i錘蓑
譲舞1通毒

51

5

36

1
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（〕
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● ■

■ ●
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● ■
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3
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5
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6
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※ALT:英語の授業等で日本人教師を補助する外国人指導助手
※NTE:外国人英語講師
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8
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イ教育課程※市立稲毛高校附属中学校

ノ

〆

※'年間総授業数を増加させた分と教科等（選択・総合的な学習の時間）間の授業時数を調

整させることで、時数を確保

※2国際理解のための考え方・表現力を身に付け、自国・地域の文化を積極的に発信し、交

流することができる「真の国際人」を目指す。

24

稲毛高校附属中学校の特徴

… 標準1015時間のところ1155時間を展開

学校設

、

定科目

1 「世界と日本」 3年間で20時間実施

2 「総合科学」 3年間で25時間実施

3 「英語コミュニケーション」 3年間で105時間実施

教科の授業時

数の増加

(3年間）※’

f U

1 国語75時間増

2社会20時間増
ﾉ

3数学140時間増

4理科60時間増 ‘

5英語105時間増

「

左
》
《

L〃

1 国語○読解応用と国語総合基礎

2社会○地理Aの一部を先取り

3数学：○数学A､･数学Iの一部を先取り○数学を体系的に学ぶ
気

4理科○化学・物理分野を先取り

○科学研究論文を中学1～3年まで徹底指導する。

○中学～高2まで体系的に一貫シラバスで学ぶ

5技術○情報分野は高校情報Cまでの一貫カリキュラム

6英語・英語コミュニケーシヨン○中1～高3まで一貫シラバス

7総合的な学習の時間○国際人プロジェクト※2

指導の例

1 ｮ

1 国語 文語文法基礎、評論文､小説読解

2世界と日本世界と日本の比較文化研究 ：

3数学 整式、不等式､：2次方程式、集合、条件と命題

4総合科学 原子・分子の構造、モルの計算、二ユ

０
－トン力学

5英語 分詞構文、過去完了、関係詞、仮定法

特色ある

授業展開

1 習熟度別・少人数学習、ティーム・ティーチング

2高校の専門教員による指導

3ネイティブ講師による指導､Call教室での指導（英語）

特色ある行事

1 スタートアップセミナー、職場訪問・地域研究、言語技術講座、

情報処理技術講座、求道（茶道・合気道）研究、体験講座（中1）

2 自然教室、職場体験、大学研究、プレゼンコンテスト（中2）

3修学旅行、大学訪問、テーブルマナー講座（中3） －

4海外語学研修（高2）



市立稲毛高・附属中基本調査

※市立稲毛高校

（2）小・中学校長代表対象意見交換会結果

※（小）小学校長代表意見 （中）中学校長代表意見
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改革前

(平成16年度入学生用教育課程）

改革後

(平成22年度入学生用教育課程）

現行

(平成24年度入学生用教育課程）

課程･学科 全日制･普通科 全日制･普通科 全日制･普通科

学
校
設
定
科
目

地理歴史

公民

数学

理科

外国語

3科目

1科目

1科目

4科目

1科目
■

選
択
科
目

1年

2年

3年

音楽I･美術I･工芸I･書道I(2単位)か

ら1科目選択

物理I･生物I･地学I(3単位)から1科目

選択

音楽Ⅱ･美術Ⅱ．工芸Ⅱj書道Ⅱ(2単位)か
ら1科目選択

文系

A選択

択

(2単伽4科目から2科目選

B選択(3単位)7科目からl科目選
択

理系

罎択(2単位)5科目から1科目選
択

B選択(3単位)7科目から1科目選

択

音楽I･美術I･工芸I･書道I(2単位）

から1科目選択

物理I･生物I･地学I(3単位)から1科目

理R

音楽Ⅱ.美術Ⅱ.工芸Ⅱ.書道Ⅱ（
から1科目選択

単位）

文系

A選択(2単圃3科目から

択

B選択(2単位)3科目から
択

C選択(3単位)6科目から

択

科目選

科目選

科目選

理系

A選択(2単位)3科目から1科目選

択

B選択(3単位)6科目から2科目選

沢

音楽I･美術I･工芸I･書道I(2単位）

から1科目選択

物理基礎･地学患隆(3単圃から1科目選

択

音楽Ⅱ．美術Ⅱ.工芸Ⅱ．書道Ⅱ(2単圃

から1科目選択

文系

1選択(4単伽2科目からl科目

訳

B選択

選択

(3単位)6科目から2科目

葺孫

A1選択(4単伽2科目から1科目

選択

A2選択(2単伽6科目から2科目
選択

B選択(3単位)3科目から1科目
選択

大学における

学修

！
…
■
！
■
１
１
２
Ｇ
．
■
！
ｒ
甲
ｃ
２
ｅ

r

2年次に本人希望のもと､学校の推薗を得

たものが履修(1～2単位） ．

No 項目 小･中学校長代表から 高校からの回答

1 全体と

しての

改革の

成果に

ついて

校訓と学校教育目標

とのつながりがわから

ないが？（小）

校訓は、開設以来のものなので、基本的に変える

ことはできない。一方、実態に合わせた教育に対し

ては、教育目標で対応している。

く

2 真の国

際人を

育成す

る教育

につい

て

｢真の国際人の育成｣

をどのようにとらえて

いるか。（中）

専門性の高さを感じ

る。海外で活躍する人

材は育っているのか。

(中）

企業の求める人材との違いを考慮し、チャレンジ

精神や忍耐強く努力する力などを育成することを

目標としている。

直接海外の大学へ進学する生徒は多くはない。

一方で、国際系や留学に実績のある大学に進学し、

海外へ出ていく生徒は増えている。
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英語科教員のレベル

の維持はどうしている

のか。 （中）

｢日本人としてのア

イデンティティの確

立」はどう考えている

のか。 （小)

教員相互の授業観察や、ネイティブの職員との研

修などを行っている。また、生徒の引率で海外に出

る教員も多い。 ‘
I

｢確かな学力」、「豊かな人間性」、「調和のと

れた体力」の上に「他者を理解する力」、「異文化

理解」を重視している。
、

3 中高6

年間の

継続的

な指導

につい

て

f

附属中が難関にな

り、入学しにくい。

できれば定員数を増や

してほしい（小）

学校の特徴を理解し、本当に入学したいと思って

いる生徒に入学してもらいたいと考えている｡

入学者選抜では､私立のように学力検査ではなく適

性検査を実施しているため､入学後の学力差がみら
1

れることが課顕となっているロ

また､定員に関しては諺学校で判断できないが、

高校から入学する生徒数の関係もあり、簡単に増加

させることはできないと思われる。

b

4 教育ニ

ーズ多

様化へ

の対応

につい

て

生徒のメンタルのケ

アなどはどのようにな

っているか？（小）

全体としてメンタル面で弱い生徒が増えており、

カウンセリングの充実や保健室の対応を重視して

･いる◎

、

Ⅱ

5 小中学

校現場

や地域

へのア

ピール

文化祭は高校の内容

を見る良い機会である

が、市立両校とも7月

に実施している。その

頃は、中3生は最後の

総合体育大会前で見学

しにくい。 （中）

国際教養科の進路実

績をもっと強調しても

いいのではないか。

(中）

文化祭で好評だった生徒の活動をほかの時間や

場所でも紹介するようにしている。三線演奏やエイ

サーなどは様々なところからご要望をいただき諺実

演している。

〃

"

英語科・国際科を持つ高校の中でも、市立稲毛高

校のように普通科に勝るとも劣らない実績を上げ

ている学校は少ない｡着実に実績が伸びていること

を個別に伝えていきたいと考えている。



‘ 市立稲毛高･附属中意見交換会、聞き取り調査

（3）聞き取り調査結果対象：市立稲毛高校・附属中学校の副校長・教頭・教務主任等

一

』
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」

No 項目 意見

1

栗こついて

内進生の英語指導に対しては､語学研修を柱にした英語教育を行ってき

た。その結果、内進上位層は国際教養科と同程度の英語力が付いてきて

いる。また、オーストラリア語学研修は、英語力のみならず、人間的成

長にも寄与できたと思う。GTECの下位層は、 3年になって減った。

海外の語学研修受入れ校における日本文化をリサーチした発表は､極め

て評判がよかった。ただし、生徒への事前・事後指導のための職員の業

務量はたいへん大きかった。

また、ハンドアウトの教材プリントを作成するにしても、教科内のチー

ムワークがないとできない作業であった。

2 真の国漂人

を育成する

教育

英語ディベートを学ぶ学校設定科目 （エッセンシャルイングリッシュ

Ⅱ)の実施により、生徒は語学だけではなく、思考力や表現力の向上につ

ながっている。

海外語学研修(オーストラリア)に参加することで生徒の英語に対する

見方が変わり、GTECの得点が上昇した。その後の英語力の飛躍につなが

った。

現在、海外交流校が7校あるが、それらすべての学校との交流は、スタ

ツフ面・資金面で不可能である。現在、 3校のみと姉妹校交流している

が、今後、拡大が望まれる。 凸
Ⅱ

最近の活動実績として「第5回千葉県高校生英語ディベート大会」（平

成25年11月1日成田国際高校で開催)に出場し第1位、「第8回全

国高校生英語デイベート大会in長野」（平成25年12月18．19日

松本大学で開催)に出場し、第21位などがある。

3 中高6年間

の継続的な

ｷ認こつい

て

プ

平成25年度から普通科の教育課程が統一されたことに伴い、内進生

と外進生の学習進度の違いを考慮した中高の教育内容全体を検討してい

くことが必要である。

理科については中高の枠を超えて教科内で連携がうまくいっている。

施設面では「中学のための実験室」 「中学のための技術棟」が無い状況

があり、この点が改善されれば、よりスムーズな学習の流れができると

思う。
#

GTECは毎年7月に中学2年以上の全生徒が受験しており、 25年度、

高校3年の内進生の平均スコアは594点（英検2級相当レベルは570点以

上）であった。当初の目標は「高校2年までに英検2級に全員合格」を

挙げていたが、現在、学校として英検は個人受検でという位置づけにし

ていることもあり、当初の目標は達成できていると考えている。

適性検査の日程について、現状の1月末の日程では、中高ともに在校生

への指導との兼ね合いが難しい｡‘その時期の授業が細切れになってしま

い、生徒への影響を考慮した検査日程や在り方を検討すべきだと思う。
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No 項目 意見
、

4 《
》
て

内進生は高校入試がなく、中学時代から継続して部活動ができるため、

高校になり活躍している部活動も見られた。

中学と高校の行事日程を組み合わせて計画することが難しい場合があ

る。例えば、文化祭の翌週に中学の総合体育大会を実施するといった、

厳しい日程を組むことになってしまった。

平成24年度は、高校の野球部が県大会ベスト16､バドミントン部が県

大会ベスト8、ダンスドリル部が全国大会に出場している。

中間まとめでは「中学3年生になった時に、最高学年としての自覚をい

かに育成するか」が課題となっていたが、これに対して高校とは別に、

中学は学年別に生徒会を組織して独自の活動を行っている。特に中学3

年生については、学校評議会の中心メンバーとして文化祭をはじめ、各

種校内行事の運営に積極的に関わることで､集団における統率力や中学

校最高学年としての自覚を育成している。

中学校の野球部やサッカー部の練習場所が課題となっていたが､昨年度

までは公営施設（千葉市卸売市場のグラウンド）を借用して対応してい

た。 （また、今後、隣接する学校跡施設を活用する予定である。）

5 率=－ズ

の多様ｲけ、

の対応につ

いて

｢中高一貫における生徒間の学力差」に対して、特に英語と数学につい

ては、教科担当レベルでの個人指導を通年で実施している。また、高校

生になってからも、中学の先生が成績不振者を対象に課外補習を実施し

ている。

今年度から養護教諭が1名増員の中高3人体制になり､従来のスクール

カウンセラーに加えて相談体制が強化された。

6 小学校現

場や地域

へのアピ

一ルなど

小学校の児童・保護者向けには、学校説明会と学校見学会を7月と

11月に実施している｡小学校の教員に対しては、職員向け説明会で、

学校の紹介と出願方法の説明をしている。

千葉市教育研究会国際理解部会等でも本校を参観したい希望があれば

受け入れている。中学職員の初任者研修でも授業を公開している｡

部活動（吹奏楽部、ESS)で近隣の小中学校との交流活動を行っている。

中学1年の総合的な学習の時間の中で､地域を知る活動の一環として稲

毛の浜の清掃活動を行っている。また、同じく中学2年生は、職場体験

で地域の各事業所受け入れていただきお世話になっている。

7 学校現場

から見た

市立高校

改革につ

いて

内進生と外進生はお互いが刺激しあい､進路実績では改革前よりも伸び

ている。また、朝学習実施の効果もあり、以前に比べて遅刻数は激減し、

違う学校のようになった。

ともすると市立稲毛高校は「内進生重視」という見方をされてしまう場

合があるため、極力、実施可能な教科（今年度は2年次理科の基礎科目）

において、内外進のクラスを組み合わせて実施するなどの工夫を行って

いる。



市立稲毛高・附属中聞き取り調査、
アンケート(生徒）

（4）アンケート調査結果

ア生徒対象（附属中学校第3学年・稲毛高校内進生第1学年）

1高校卒業後の進路希望について

〆

平成22年10月

平成ﾜ局年1o月

2部活動に加入しているか。

平瘻ワつ年10月

平童ウ毎年10月

I

3小学校6年生の時、稲毛高等学校附属中学校を受検するにあたり、次の各項目について、ど

の租度■視したか。

（1,） 高校受検がなく、そのまま稲毛高校に進学できる。
I

’平成22年10月

’
－一

』あまり亘視しなかった7％ ･ほと人殿唖I上かつた3

I平成Z5年10月

%］I 醒示粟添 ！､
3

． あまり亙視

（2） 中高一貫教育目標として「真の国際人の育成」を掲げ､確かな学力･豊かな心・調和のとれ

‘ た体力を身につけたバランスの取れた生徒の育成を目指している。

平成ZZ年10月

平戌ｸ民年1o月

（3） 6年間の継続的な学習指導と先取り教育、文系理系にかたよらない学習内容、少人数指導、標

準より多い授業時数、学校独自の設定科目など特色ある教育を行っている。

平成22年10月

平成25年1o月

(4)Call教室やネイティブ講師を活用し先進的な英語教育を行い、高校進学後に海外語学研修が
日

‘ あるまた国際交流活動が充実している。※Call教室：コンピュータを使って語学学習を支援するシステム

平成22年To月

; : i 美1 1 1平由ﾜ弓年1o月
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《

(5） 中高の先生が共同して教えている。

平成22年10月

平成25年10月

（6） 高校生との交流があり中高共同の活動(部活動・行事・生徒会等）が行われている。

平成22年1o月

■． ‘ ■■ 謹麗平成25年10月

(7） 中学生が高校の施設・設備を使うことができる。

平成22年10月

平成25年10月

(8） 公立なので経済的であり新たな公立中学校の選択肢である。

平成22年10月

I

平成25年10月

1

匙

4附属中の情報をどこ(鯛から知ったか。

鵡
唖
螂
郵
懇
郵
砥
皿
蝿
緊
眠

回平成22年10月

囚平成25年10月

塾保
窟
者

附
目
中
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か
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I

市立稲毛高・附属中アンケート(生徒）

これまでの附属中の生活を摂り返って、次の項目についてどのくらい満足しているか。

1） 高校受検を意識せずに学習や諸活動に取り組むことができる。

5

（

I

I平成22年10月

I
.

」
あまり満足していない5％

Ⅲ平成25年10月

I 」

（ 「真の国際人」を育成するために、学習指導だけでなく多様な体験活動等を通じて心と体の

教育も充実している。

2）

平成Z2年10月

平成Z5年10月

（3） 6年間の継続的な学習指導と先取り教育、文系理系にかたよらない学習内容､少人数指導、

標準より多い授業時数、学校独自の設定科目などをとおして、総合的に学力を向上すること

ができる。

I

I平成22年10月

’
’平成25年10月

」 そ[面壼－壼粟諏鵠い,叙

Call教室やネイティブ講師を活用した先進的な英語教育により英語力を高まり、多彩な国際

交流活動をとおして国際人としての視野が広まる。 、

（4）

:1 1 1平庚ﾜｸ年10月

平成25年10月

I

つ

高校の先生による専門的な指導を受けることができる。（5）

平成22年10月

平成25年10月

31

とても満足している63％
ロ

歩

あ

ｆ
ｆ

Ｆ
３
３

ｆ
６

ヶ
か
Ｐ

■ ” ロ ヶ 寺 『 F

《 《 f 4 ，C e 《 Ｄ
Ｂ
２

ｇ
Ｅ

さ
か
秒

６
４

缶 ●

の ■ヨ

と軍溺足している63%
か り今》い ぁ抄 3 1 コ ＞》か p p 3 》＞》＞＞＞

" α " 召 少少．昼=△万一 令 毎 〃 夕今〃 ” " ク ヶ 〃〃 4

､謡や5'5'P承騨XW蕊湛'4'5'4
、、乃 勺 ､ ､、、、Eも も、, 、、も も 、､ も も

● F ■ 。

■ の 寺 。

缶 の ■ ■

L一士誼豆I手,､ヱぅ量匡 EO識､くり50謡.で'50を，ぐりぐりも，司り竜，謡，謹弘響凸｡，蛋魁釜理墨ざ蕊，●，竜ぞ謡.を，繩，謡'4bをoう｡』:;： Ｉ
ｇ
Ｄ
■
■

●
Ｐ
Ｃ
■

●
Ｊ
●
凸

巳
■
凸
与

■
、
巴
●

ひ
●
■
■

■
ウ
■
■

③
自
。
●

●
■
心
凸
▲

●
■

●
■

Ｐ
Ｃ
●
■

●
●

■
■

伊
■
■
■

■
の
■
①

■
■
。
②

‐ とても溝足している,'3邸 |蕊溌蕊:蕊鍵蕊溌窪韓穐蕊蕊蕊蕊蕊:燕緋議溌舞謡



し

(6） 授業を工夫したり補習を充実させたりして、生徒が学習内容をきちんと理解できるよう努力

している。

平成22年10月

: 。§ ||| , | ，平成25年10月

（7） 高校生と共同の学校行事（陸上競技大会･飛翔祭等）や部活動・生徒会活動が充実している。

平成22年10月

平成25年10月

(8） 生活に関する相談や指導が充実している。

I

Ⅲ平成22年10月

’
'F

Ⅲ平成25年10月

1 まつたく溝足していない8粥」

（9） 中学特別教室棟(多目的ホール)を活用できるとともに､高校の施設設備を使うことができる。

平成22年10月

〆

平成25年10月

(10） 総合的に判断すると附属中に満足している。

平成22年10月

平成25年10月

<回収率〉

32

|蕊:蕊:蕊:溌韓雄t瀬嬢隷蕊:溌雑識毒鎮裂霧嘩蟻嘩薬涛議訓||||||||’

とても満足している錘 膨難蕊錐蕊裁溌巽『密:癖裁塗;溌塞雑燕識 i足じて遭吃い 灘訓||’

市立稲毛高校附属中第3学年生徒及び稲毛高校第1学年内進生 アンケート回収数 回収率

160人 ． 159 ． 99.4％



市立稲毛高・附属中アンケート(生徒・保護者）

保護者対象（附属中学校第3学年・稲毛高校内進生第1学年）

お子様が稲毛高等学校附属中学校を受検するにあたり､‘次の各項目について､"あなたはどの

謁庶■祖したか。

1） 高校受検がなく、そのまま稲毛高校に進学できる。

イ

1

（

平成2Z年10月

平成25年10月

中高一貫教育目標として「真の国際人の育成」を掲げ、確かな学力・豊かな心・調和のとれ

た体力を身につけたバランスの取れた生徒の育成を目指している。

（2）

Ｉ

平成zZ年10月

平虚ﾜ写年10月

6年間の継続的な学習指導と先取り教育、文系理系にかたよらない学習内容、少人数指導、標

準より多い授業時数、学校独自の設定科目など特色ある教育を行っている。

（3）

平成22年10月

平成ﾜ民年1o月

（4） Call教室やネイティブ講師を活用し先進的な英語教育を行い、高校進学後に海外語学研修が

ある。また国際交流活動が充実している。

平由ｸ理年10月

］
あまり重視しなかった4％ 圧とA空室Lなかったz％

平成Z5年1o月

I
（5） 中高の先生が共同して教えている。

平成ﾜ勿年1o月

l l l l l平成25年10月

（6） 高校生との交流があり中高共同の活動（部活動・行事・生徒会等）が行われている。
｜ ビ

平成22年10月

I ほとん錘視しなかった7％

型Ⅲ
平成25年10月

｛ ，
ほと椴唖しなかった
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とても宣視したZ4％
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とても宣視した23％
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(7） 中学生が高校の施設？設備を使うことができる。

｜ ‐

Ⅲ平成22年10月

I
1、

ほと(･〆冠視しなかった6％一

Ⅷ平戌ﾜ月年1o月

j
(8） 公立なので経済的であり新たな公立中学校の選択肢である。

I |

I平成ｸ2年1o月

I 一一一外－1、
あまり酋狸1なかった7％ ほとん〆丘裡L室かつたZ％

I平成25年1o月

」 ,
．あまり亜しなかった3％ ほとんどp視しなかった2％

、

2附属中の情報について主にどこ(錐)から知ったか。

2お子様が小学校6年生の時､附屈中を受翻~るにあたり､附■中の情報をどこ(誰)から得ました力､。

7既 I

囿平成22年10月

囹平成25年10月

・ 小 ．． 爵‘ ． 附 お ‘塾． 受 ． 友． 情

学 風厘 子 ”畷 人 報校 中 中 様
鷺

〈2 の 里 鮭
醜 で ． 、 な

生 ． 明 い
か ・ 会、 ま

j ら ｡ ま
． 見 ， 受

学 ． ．、 検
、会

3附属中学校で、次の項目についてどのくらい満足しているか。

（1） 子どもが高校受検を意識せずに学習や諸活動に取り組むことができる。

：: ’平成22年10月

’平成25年10月

1 三_j,
弁

(2） 「真の国際人」を育成するために、学習指導だけでなく多様な体験活動等を通じて心と体の

教育も充実している。

平成22年1o月

平成25年10月

34
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市立稲毛高・附属中‘アンケート(保護者）

6年間の継続的な学習指導と先取り教育、文系理系にかたよらない学習内容、少人数指導、

標準より多い授業時数、学校独自の設定科目などをとおして、総合的に学力を向上すること

ができる。

(3）

平成22年10月

平成25年1o月

！

(4)Call教室やネイティブ講師を活用した先進的な英語教育により英語力を高まり、多彩な国際

交流活動をとおして国際人としての視野が広まる。

一

I

平成22年10月

I
一一一

平成25年10月

I

(5） 子どもが高校の先生による専門的な指導を受けることができる。

I
平成22年10月

’ まつ

平成25年10月

I

(6） 授業を工夫したり補習を充実させたりしてざ子どもが学習内容をきちんと理解できるよう努

力しているb

平成22年10月

平成25年10月

(7） 高校生と共同の学校行事（陸上競技大会・飛翔祭等）や部活動・生徒会活動が充実している。

平成22年10月

平成25年10月

あまり満足していない過％まったく満足していない1％

、
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(8） 生活に関する相談や指導が充実している。
！ ． ，

I平成22年10月

一

’ L _T

平成25年10月

1

（9） 中学特別教室棟(多目的ホール)を活用できるとともに､高校の施設設備を使うことができる。

平成22年10月

平成25年10月

｣

(10) 総合的に判断すると附属中に満足している。

平成22年10月

平成25年10月

<回収率》
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あまり満足していな【

とても溝足している38％ I韓蕊綴職稗瀞羅嘆慾辨蕊;蕊;蕊蕊剥蕊蕊

市立稲毛高校附属中第3学年生徒及び稲毛高校第1学年内進生の保護者 アンケート回収数 回収率
凸

･ - 160人 1“ 90.0%



市立稲毛高・附属中アンケート(保護者・卒業生）

ウ卒集生対象（平成24年度稲毛高校普通科卒業生）

1 回答者の高校卒業後の進路について

」、 ↑'L短期大学7％

2

3（内進生のみ回答）

a中学時代に市立稲毛高校の生徒と同じ校舎で学んだことが、学習意欲の向上につながったか。

蕊議溌溌蕊潅蕊議蕊擢篝蕊蕊難灘篝議

b高校1年時に同じ学年に外進生が入学してきたことは､学校生活における童欲の向上につなが

ったか。

ア学習や進路を考える場面

イア以外の学校生活全般を行う場面

Ｉ _j，‐まったく思わない3％

4.(外進生のみ回答）

高校1年時に同じ学年に内進生が在箱していたことは､，学校生活における意欲の向上につながっ
‘ ： ・

たか。

ア学習や進路を考える場面

’
'L

イア以外の学校生活全般を行う場面

[吾 Ⅷ
5内進生と外進生の混合クラス報成になる時期について

｜||州MlW1111111内塾生

2年生が良い7％

||洲州Ml II' ’外進生

2年生が良い11％
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三
日

《
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垂者 30人 61人 91人

回答率 38％ 31％ ､33％

とても思う 31％
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6 「市立稲毛高校の魅力や特色」は、何か。（複数回答可）

35％

砿;垂
30％

25％

Z0％

ユ5％

10％

5％

0％

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
〈選択肢〉

① 「真の国際人」を育成するために、学習指導だけでなく多様な体験活動等を通じて心と体

の教育も充実している

②文系理系にかたよらない学習内容、少人数指導、標準より多い授業時数、学校独自の設定

科目などをとおして、総合的に学力を向上することができること

③Call教室やネイティブ講師を活用した先進的な英語教育により英語力を高めること

④国際交流活動をとおして国際人としての視野が広まること ’

⑤中高一貫校による中学生と共同の学校行事（陸上競技大会・飛翔祭等）があり、盛り上が

ること

⑥文武両道で部活動・生徒会活動が活発に行われていること

⑦進路指導における実績があること

⑧大学や企業との連携による授業が豊富にあること

⑨その他 ［記載内容］

・個性があり、魅力的な人が多い ．先生方が良かった ．吹奏楽部

・生徒会全体が学校行事へ積極的に参加する ・ない（2件）他

7「市立稲毛高校の魅力や特色」は市立稲毛高校以外の友人や後輩に知られているか。

撚職撚箪鍵職溌職|議難議蕊譲蕊驚蕊灘鳶議蕊蕊蕊驚蕊内進生 10％

とても知られている雌

外進生

L

8市立稲毛高校を卒業して、『真の国際人」に近づけたと思うか。

| l l l ｜’内進圭

| | ' l l l l l l l ‘ | ||州淵l1llMl l l l l l外進牛

9市立稲毛高校(附風中学校)に進学したことを満足しているか。

…内進生

あまり満足していない13％ まったく溝足していない0％

－－Ⅲ
あまり満足していない13％ まったく満足していない7％

外進生
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あなたの学校生活についてのアンケート(市立稲毛商等学校附夙中学校3年生・稲毛高等学校普遍科1年生[内逸生]対象） 千葉市教育晏貝会

このアンケートは､皆さんに学校生活の様子をお聞きし､今後の教育に役立てる目的で実施します｡なお､提出されたアンケートについては､この目的以外には使用いたしません。
回答はすべて枠内のマーク欄を鉛筆もしくは鳳ボールペンで丁寧に塗りつぶしてください｡ ，

あなたの高校卒業後の進路希望について､あてはまる番号を一つだけ遇んで<超さい。 4あなたが小学校6年生の時､附属中を受検するにあたり､附属中の情報をどこ(鮭)から

①4年制大学 ②短期大学③専門学校④就職⑤未定 得ましたか｡主なもの一つだけ遍んでください．

あなたが小学校6年生の時､附属中を受検するにあたり､附属中の情報をどこ(鮭)から

得ましたか.主なもの一つだけ遇んでください．

①小学校の先生②附属中の学校脱明会･見学会③附属中のホームページ

④保膜者 ⑤塾 ⑥受験雑防⑦友だち

1

卿
2あなたは部活動に入っていますか。

①加入している ②加入していない 0，，，0000⑧特に情報を得ないまま受検した

O＠ 5これまでの附属中の生活を振り返って､次の項目についてどのくらい満足していますか。

‘下の(1)～(10)にそれぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ選んでください． ‘

（高1の皆さんは中学校時代を思い出して答えてください｡）

3あなたが小学校6年生の時､稲毛高等学校附属中学校(以下｢附属中｣と甘います.）
心

を受検するにあたり､次の各項目について､どの程鷹置視しましたか。（1）～(8)まで

それぞれ当てはまる番号を一つだけ選んでください。

－－－‐ー一I■－1■1■ー－■■I■－1■一一■‐■■一1■一一ー■Dー■bI■ｰ－1■■ーｰ

①とても満足している②やや満足している③あまり滴足していない④まったく演足していない
一－≠ －ー■■q■一ー＝一日■‐■－q■＝＝－1■一一一q■－

ーーq■q■q■ー一■■■■■■－■■一一‐‐－日■q■‐＝－一一■■q■q■q■一■■－■■－－■

①とても重視した．②やや重視した③あまり重視し”らった④ほとんど“L“むつた
p■口－1■I■I■I■ローI■－1■一一1■－‐一一一■一－ローーー1■－－

(1) 寓校受検を定歯せずに学習や賭活動に取り組むことができる。

0，，，(1) 高校受検がなくそのまま稲毛高校に進学できる。

(2) 中高一貫教育目極として｢真の国瞭人の育成｣を中高一貫教育目樟として｢真の国際人の育成』を

② 「真の国際人｣を育成するために､学習揃導だけでなく多様な体験活動等を通じて

掲げ､確かな学力･丘かな心・

胸和のとれた体力を身につけたバランスの取れた生徒の冑成を目指している。

い
② 心と体の教冑も充実している。

(3) 6年間の継続的な学習指導と先取り教育､文系理系にかたよらない学習内容、

少人数指導､揮準より多い授業時数､学校独自の殴定科目などをとおして､緯合0，，0
(3) 6年間の継続的な学習指導と先取り教冑､文系理系にかたよらない学習内容、

少人数指導､極準より多い授集時数､学校独自の殴定科目など特色ある教育

的に学力を向上することができる。

(4) Call教室やネイティブ麟師を活用した先進的な英旙教育により英願力を高まり、

多彩な国瞭交流活動をとおして国際人としての視野が広まる。0，，0を行っている6

(4) Cal嗽室やネイティブ購師を活用し先進的な英脂教冑を行い､商校進学後に海外

膳学研修がある｡また国際交流活動が充実している。 (5) 高校の先生による専門的な指導を受けることができる。

D@@@司
0，，，(5) 中高の先生が共同して教えている。

(6) ．高校生との交流があり中高共同の活動(部活固

る。

(7) ，中学生が高校の施股･般備を使うことができる。

高校生との交流があり中高共同の活動(部活動

(6) 授業をエ夫したり補習を充実させたりして､生徒が学習内容をきちんと理解できる

･行事･生徒会等)が行われてい よう努力している。

”001 (7) 高校生と共同の学校行事(陸上餓技大会･飛翔祭等)や部活動･生徒会活動が

充実している。

際霊淵淵(8) 生活に関する相麟や指導が充実している。

(9) 中学特別教室棟(多目的ホール)を活用できるとともに､高校の施蚊股備を使うこ

鳫需畷評
とができる。

(10）総合的に判断すると附瓜中に潮足している。

1Jl2jI3II4

1112 43

(8) 公立なので経済的であり新たな公立中学校の選択肢である。

m]

〆

1の回答･･･

(2)の回答…

(3)の回答･･･

(3)の回答･･･

(4)の回答…

(5)の回答…

(6)の回答…

(6)の回答…

(8)の回答｡.，’



中高＝貫教育についてのアンケート(市立稲毛高等学校附瓜中学校3年生･・稲毛寅等学校普通科1年生[内進生]保展者対象） 千葉市教育委員会

このアンケートは､保腫者の皆様に中高一頁教育に関するご意見をお聞きし､今後の教育に役立てる目的で実施します｡なお､提出されたｱﾝｹｰﾄについては､この目的以外には使用いたしません｡回答は
すべて枠内のマ→欄を鉛筆もしくは黒ボールペンで丁寧に塗りつぷジてください。 ，

（
嚇
搬
ｇ
計
掛
剖
州
馴
対
・
墨
測
骨
椛
対
【
痴
聡
酬
遡
剥
ぎ
可
ｌ
乙

1お子様が稲毛高等学校附属中学校(以下「附属中｣と首います｡)を受検するにあたり、

次の各項目について､どの穆麿直視しましたか。

(1)～(8)までそれぞれ当てはまる番号①～④を一つずつ選んでください。

3附屈中で､次の項目についてどのくらい満足していますか｡(1)～(10)までそれぞれ

当てはまる番号を一つずつ遇んでください。 ‘

］
②やや重視した

④ほとんど重視しなか求

(1) 高校受検を恵臓せずに学習や鮪活動に取り組むことができる。(1) 商校受検がなくそのまま稲毛高校に進学できる。

通醐O＠、
(2) 「真の国際人｣を育成するために､学習指導だけでなく多様な体験活動等を(2) 中高一貫教育目標として『真の国際人の育成｣を掲げ､確かな学力･豊かな心・

鯛和のとれた体力を身につけたバランスの取れた生徒の育成を目指している。 通囲通じて心と体の教育も充実している。

(3) 6年間の継続的な学習指導と先取り教育､文系理系にかたよらない学習内容、

‘ 少人数指導､楓準より多い授業時数､学校独自の設定科目などをとおして、(3) 6年間の継続的な学習指導と先取り教育､文系理系にかたよらない学習内容、

少人数指導､棟準より多い授業時数､学校独自の股定科目など特色ある教育を 通囲総合的に学力を向上することができる。心
つ

H) Call教室やネイティブ購師を活用した先進的な英旙教育により英鰭力を高まり、

多彩な国際交流活動をとおして国際人としての視野が広まる。

行っている。

(4) Call教室やネイティブ購師を活用し先進的な英昭教育を行い､高校進学後に海外
L

詣学研修がある｡また国際交流活動が充実している。

(6) 高校の先生による専門的な指導を受けることができるか

麺囲(5) 中高の先生が共同して教えている。

(6) 高校生との交流があり中高共同の；高校生との交流があり中高共同の活 (6) 授業をエ夫したり補習を充実させたりして、生徒が学習内容をきちんと理解助(部活動･行事･生徒会等)が行われている。

剛‘ 司答…0，＠ できるよう努力している。

(7) 高校生と共同の学校行事(陸上競技大会･飛翔祭等)や部活動･生徒会活動(7) 中学生が高校の施没殴備を使うことができる。｝

O＠＠ が充実している。

(8) 生活に関する相麟や指導が充実している。

(9) 中学特別教室棟(多目的ホール)を活用でき4

うことができる。 ､

(10）総合的に判断すると附属中に満足している。

中学特別教室棟(多目的ホール)を活用できる

(8) 公立なので経済的であり新たな公立中学校の選択肢である。

D@@@－司 とともに､高校の施触殴備を使

職
2お子様が小学校6年生の時､附風中を受検するにあたり､附屈中の情報をどこ(雌）

から得ましたか｡主なもの一つだけ選びOを塗りつぶしてください。

①小学校の先生②附属中の学校脱明会･見学会③附属中のホームページ

④お子禄 ⑤塾 ⑥受験雑誌⑦友だち

③輪に情報を得ないまま受検させた…師
以上で質問項目は終了です｡ご協力､ありがとうございました。

(1)の回答…

(2)の回答．．，

(3)の回答…

(4)の回答…⑪@0@
(5)の回答･･;n@@@ (5)の回答…

(6)の回答…

(7)の回答… 3000
(8)の回答… 3000

(8)の回答･･．

(9)の回答･”

(10)の回答,．，



【

f
O

市立稲毛高校普通科卒巣生用アンケート 千葉市教育委貝会

このアンケートは､平成24年度市立稲毛高校普通科を卒集した皆さんに｢千葉市立商校改革｣に関するご意見をお聞きし､今後の教育に役立てる目的で実施します｡なお､提出されたアンケートについて
は､この目的以外には使用いたしません.回答のマークシート部分はすべて枠内のマーク柵を鉛筆もしくは凧ボールペンで丁寧に塗りつぶしてください。

1あなたの高校卒業後の進路について､当てはまる番号を一つだけ週んでください。 6卒業後にあなたが考える｢市立稲毛寓校の魅力や特色｣とは､どんなものだと思いま

①4年制大学②短期大学③専門学校④就職 ⑤未定 すか｡当てはまるものをすべて選んでください｡(複数回答可）
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剛 ①「真の国際人｣を育成するために､学習指導だけでなく多様な体験活動等を通じて

心と体の教育も充実していること

②文系理系にかたよらない学習内容､少人数指導､標翠より多し授業時数､学校独自

2あなたは内進生(附屈中学校から入学)ですか｡外進生(高校から入学)ですか。

回答0，①内進生 ②外進生

→内進生は質問3へ｡外進生は質問4へ進んでください｡． の股定科目などをとおして､総合的に学力を向上することができること。

3 aあなたは中学時代に市立稲毛高校の生徒と同じ校舎で学んだことが､学習意欲の , Ocall教室やネイティブ鱒師を活用した先進的な英路教育により英語力を高めること

向上につながったと思いますか。 ④国際交流活動をとおして国際人としての視野が広まること

①とても思う ． ②やや思う ⑤中商一貫校による中学生と共同の学校行事(陸上競技大会･飛翔祭等)があり､盛

回答0，，0 り上がること③あまり思わない ④まったく思わない

b高校1年時に同じ学年に外進生が入学してきたことは､学校生活における意欲の向上 ′ ⑥文武両道で部活動･生徒会活動が活発に行われていること

につながったと思いますか｡下のア､イの場面ごとに番号①～④から週んでください。 ⑦進路指導における実績があること

①とても思う ②やや思う

③あまり思わない ； ④まったく思わない ｜ ：麓篤繧駕=業…るこ‘⑨その他(配載してください；

心
』

）

0，，0OO0ppア学習や進路を考える増面

イア以外の学校生活全般を行う場面

→内進生は質問5へ進んでください。

7質問6の｢市立稲毛高校の魅力や特色｣は市立稲毛高校以外の友人や後輩に知られ

ていると思いますか。 ‘

①とても知られている ②やや知られている

③あまり知られていない ④まったく知られていない「ｦ胴喜一ﾛ60画
8市立稲毛高校はハイレペルな英幅力､国際理解､実践的コミュニケーション能力を通して

国際人の育成を目指しています｡あなたは市立稲毛高校を卒業して､｢真の国際人｣に近

づけたと感じますか。

①とても感じる． ②やや感じる

4高校1年時に同じ学年に内進生が在箱していたことは､学校生活における恵欲の向上

につながったと思いますか｡下のア､イの場面ごとに番号①～④から選んでください。

鰯蔑曝“龍熟潅、．
｝

ア学習や進路を考える場面

イア以外の学校生活全般を行う場面

→外進生は質問5へ進んでください。 通囲③あまり感じない． ④まったく感じない

5高校3年時に内進生と外進生の混合ｸﾗｽ絹成になりましたが､この時期について、

あなたはどう思いますか。

①3年生で良かった ②2年生からが良かった

③ﾕ年生からが良かった ④混合しない方が良かった 「訪露~価06『

9今､振り返り､あなたは市立稲毛高校(附属中学校)に進学したことを満足していますか。

①とても満足している ②やや満足している

③あまり満足していない④まったく満足していない

［両面蕃~mm

1の回答

6の回答(複数回答可）アの回答 D@@@
イの回答 0000

ｱの回管n@@@
ｲの回答|000@

8の回答



、

千葉市立高等学校改革の評価･検証～最終まとめ～

資料編各種調査の結果平成26年3月

千葉市教育委員会教育総務部企画課

一 学校教育部学事課

〒26俳8730千葉市中央区問屋町1－35

千葉ポートサイドタワー12階（企画課）

11階（学事課）

aO43-245-5908 (企画課) 043-245-5928 (学事課）
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1 背景と経過
★情報化や国際化をはじめとする社会

の変化 ～

★多様な進路ニーズや教育ニーズ

に対応

★文武両道の教育の伝統を生かした

魅力ある市立高等学校づくり

蕊驚… ……鴬…蕊蕊謹蕊蕊蕊溌

」
Ｙ
１
Ｊ

〃

2評価・検証～最終まとめ～

（1）評価･検証の目的

改革後6年を経過した平成25年3月には、市立稲毛高等学校初の内進生が卒業し、その進路状況等を調査

することが可能となり、 「中間まとめ」における課題への対応とこれまでの成果を改めて検証するとともに、

市民の多様なニーズと社会の変化に対応できる魅力ある市立高等学校づくりの更なる推進に資するため、本年

度「千葉市立高等学校改革の評価・検証～最終まとめ～」を行った。

（2）中間まとめにおける躁題への対応

…農
両校とも各種説明会、学校公開、近隣小・中学校との交流活動等の実施に加え、市立千葉高等学校では、千

葉都市モノレール車両の車内ポスターによる研究成果の発表や、同モノレール千葉駅構内で生徒の作品展示を

行った。また、市立稲毛高等学校・附属中学校では、千葉市教育研究会国際理解部会の開催に向けた協力や、

市内中学校職員の初任者研修における授業の公開、文化祭で好評を得たエイサーと三線演奏を地域でも披露す
るといった積極的な活動を行った。

蕊

昨年度まで、部活動等の活動場所については、千葉市中央卸売市場のグラウンドを借用し、対応してい

たが、平成28年度より、隣接する旧高浜第二小学校の校庭と体育館を附属中学校で活用することとした。

蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊驚識録鐸

鐵I錘甫譲慧識熱癖率迩懇蕊鍾察辱貝……窓熱戦蕊:溌零

愚
市立千葉高等学校

千葉大学との連携事業やスーパーサイエンスハイ
スクール(SSH)研究で培った研究機関及び研究

者との連携を生かした出張講義等を教育課程に

取り込み､多様な進路ニーズに対応する科目を設

置し､普通科に単位制を導入

●鳥
市立稲毛高等学校

スーパー･イングリッシュ･ランゲージ･ハイｽクール

研究で培った英語教育の先進的な取組を発展さ

せ､中学･高校の6年間における計画的･継続的

な指導により､コミュニケーション能力の飛曜的な

向上を目指す中高一貫教育を導入

多様な進路ニーズに対応した

進学宜視型単位詞高等学校への移行 鍵
真の国際人を育成する

中高一貫教育の実施(附展中学校の開校）

騨藍驚鐸＝＝,幸一…:昼黛…錘冒袰避…与謹霊塗錘護…‐ー…まげ蕪一一一一~燕＝卓■丘多歴一面::辱#一…~＝;…1一~…灘§鐸……驚蕊蕊…§識ﾐ罰轄撫…;謹t篤…韓繊

<評価・検証の目的〉

平成22年3月、市立千葉高等学校においては、単位制移行後、初の卒業生を輩出し、同年4月、市立稲毛高等学校・附属
中学校においては、第1期生が「内進生」として市立稲毛高等学校に進学したことを受け、市立千葉高等学校卒業生の進路
状況や市立稲毛高等学校の内進生及び附属中学校の生徒における状況等の調査に相応しい年度であることから、平成23年2月
に「千葉市立高等学校改革の評価・検証～中間まとめ～」を実施した。

<主な成果〉

1市立千葉高等学校及び稲毛高等学校・附属中学校は、進路ニーズや教育ニーズの多様化に適切に対応できており、生徒
・ ・保護者の満足度は、かなり高い。

0

2志の高い教職員とそれに応える生徒のやる気、さらには両校の教育活動に対する行政の支援が相乗効果として表れて
いる。

3 これまでの文武両道の教育の伝統と、市立千葉高等学校の理数教育及び稲毛高等学校の国際理解教育の成果が生かされ
ている。



（3）改革の成果

（4）謀題

…
蕊 蕊 、

､

…
（5）今後の方向性

今後も､市立千葉高等学校においてはも｢科学都市ちぱ｣(平成23年6月)の実現に向け､本市における小･中学

校の理数教育をﾘｰドする役割を担い､その核となる学校を目指すことが期待されている｡また､市立稲毛高等学校．

附属中学校においては､文部科学省が掲げる｢グローバル化に対応した英語教育改革実施計画｣(平成25年12月）

の先駆的な存在として､｢真の国際人を育成する教育｣に励み､より発展することが期待されている｡今回の検証を踏

まえ､これからの市立高等学校のあり方やその姿を実現していく上で必要となる対応を検討していく必要がある。

お問い合わせ千葉市教育委員会教育総務部企画課BO43-245-5908

学校教育部学事課BO43-245-5928
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○多機な選択科目･特色ある教育を実現

進学重視型単位制の導入に伴い､教員の加配が認め

られ､多様な選択科目の開設やSSHなど特色ある教育が

可能になった。

○進路実鐘の向上

｢充実した施設･設備｣に対する生徒･保護者の満足度

も高く、「1日7限授業｣や｢生徒の学習ニーズに対応した

選択教科」の導入により､4年制大学への進学率や国

公立大学合格者数は､着実な伸びを示している。
．｢施設-設備｣に毒足と回答した割合生徒の93”
-在室杢垂

トー鶚男卜芳警雛

○理数教育の伝統や成果を継承

理数教育の成果が､生徒へ十分に浸透しており､理系

大学への進学率が高しも

･平成24年度4年制大学に進学した現番牛233人の

うち理系大学の進学者は81人(35%）

<参考〉県内の公立高校における進学者のうち

理系大学の進学率27%(IE4年度）

○生徒の主体的な活動の継鏡

生徒は､部活動や行事に自覚と自信を持ち臨んでおり、

引き続き､主体的･活発な活動を行っている。

H16 H21 醗 蕊

○商い英画力とコミュニケーション崖力の育成

生徒は、先進的な英語教育と6年間の継続的な指導に

より、高い英語力とコミュニケーション能力が育成されて

いる｡

･高校3年の内進生におけるGTEC平均スコアは594点

(H25年度) (海外の高校の授業に参加できるレベル。

英検2級相当レベルは570点以上）

○商い滴足度

｢真の国際人を育成する中高一貫教育｣・「中高6年間

の継続的な指導｣・｢先進的な英語教育]は､生徒･保護

者･卒業生に高い満足度が得られている。
-蓋霊壷r『ルャ聿垂星ロ拳I で1分『やや蓋忌、ルⅢ司竺U企封今一Hっ

○進路実鎮の向上

4年

全校生徒が切瑳琢磨し謡4年制大学への進学率や国

公立大学合格者数は､着実な伸びを示している。
-准建孝錘

度）

○中高共同の活動が充実 ．

部活動や学校行事等､6年間のつながりを生かした中

高共同の活動が充実している。

生徒 l保謹者

其の国際人を育成する中哀一貫教育 85" I 96%
中高6年間の緩緩的な指導 85% 1 93%
先準的な要塞教育 93% 1 98%

H16 H21


